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Dr.Engraveの概要

Dr.Engraveは、Windows上で動作するプレート彫刻用のア

プリケーションです。

Dr.Engraveの主な機能
 ・ 複数プレートの配置

同じデザインのプレートを彫刻機の加工領域内に複数配

置することができます。多くのプレートを効率よく作る

ことが可能です。

プレートの原盤(マスター)を作り、配置する枚数やプ

レートの間隔を設定することができます。また、1枚の

プレートを分割することもできます。

 ・ テキストファイルの読み込み

カンマやタブで仕切られたテキストファイルを文字枠に

読み込むことができます。テキスト形式の書き出し機能

のある表計算ソフトやデータベースソフトで作ったファ

イルを流用できます。

 ・ 塗りつぶし

文字や図形の中をさらい加工できます。

 ・ 画像の輪郭抽出

画像の輪郭を抽出し、線分に変換します。

画像の入力は、コンピュータに接続されたTWAIN対応

のイメージスキャナから画像を読み込む方法と、BMP

形式で保存された画像ファイルを読み込む方法がありま

す。

また、変換後の図形をシンボルとして登録することもで

きます。

 ・ 線文字の生成

TrueTypeフォントの文字から太さの無い文字(線文字)を

自動生成することができます。生成した線文字フォント

は、Dr.Engraveの中でWindowsに登録されたフォントと

同様に扱うことができます。(ただし、他のアプリケー

ションで使用することはできません。)

文字を線文字に変えると、アウトライン化された文字に

比べて構成する線分が減るため、彫刻をより高速に行う

ことができます。

自動生成された線文字を整形することもできます。(線文

字の編集機能)

 ・ 文字(TrueTypeフォント)の輪郭を抽出し表示します。

 ・ 文字(TrueTypeフォント)を任意の太さ(ウェイト)に設定

することができます。

 ・ 長方形、円、星形、多角形(連続直線)などの図形を作る

ことができます

 ・ オブジェクトの正確な位置配置ができます。(グリッド表

示機能)

Dr.Engraveの動作環境

本体

Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT 4.0、

Windows 2000 のいずれかが動作するパーソナルコンピュー

タ

CPU

Windows 95の場合 : i486SX以上

(推奨 Pentium 100 MHz 以上)

Windows 98の場合 : i486DX以上

(推奨 Pentium 100 MHz 以上)

Windows Meの場合 : Pentium 150 MHz 以上

Windows NT 4.0の場合 : i486DX以上

(推奨 Pentium 100 MHz 以上)

Windows 2000の場合 : Pentium 133 MHz 以上

メモリ

Windows 95の場合 : 8 Mbyte 以上

(推奨 16 Mbyte 以上)

Windows 98の場合 : 16 Mbyte 以上

(推奨 32 Mbyte 以上)

Windows Meの場合 : 32 Mbyte 以上

Windows NT 4.0の場合 : 16 Mbyte 以上

(推奨 32 Mbyte 以上)

Windows 2000の場合 : 32 Mbyte 以上

ハードディスク

10 Mbyte 以上の空き容量
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Dr.Engraveの起動

1. [スタート]をクリックし、[プログラム]をポイントします。

[Roland Dr.Engrave]をポイントし、[Dr.Engrave]をクリッ

クします。

2. オープニング画面が表示され、Dr.Engraveが起動しま

す。
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画面の名前と働き

(1)
(2)
(3)

(4)

(5)

(6)
(7)

(8)

(9)

(10)

(11) (12) (13)

(1) タイトルバー

ファイル名とプログラム名が表示されます。

ドラッグするとウィンドウの場所を移動することができま

す。

(2) メニューバー

Dr.Engraveのさまざまなコマンドを実行します。

(3) ツールバー

ツールバーには、[開く ...]や[上書き保存]など Dr.Engrave の

コマンドを実行するためのボタンが用意されています。マ

ウスポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能

が確認できます。

(4) 彫刻領域

この白い四角形は、ドライバで設定した彫刻領域(加工範囲)

を示します。

この範囲からはみ出したオブジェクトは彫刻されません。

彫刻範囲の左下点は Dr.Engraveの原点で、彫刻機の XY方

向の原点(ホームポジション)と一致します。

(5) 原点

この点(彫刻範囲の左下点)は、Dr.Engraveの原点です。

彫刻機の XY方向の原点(ホームポジション)と一致します。

(6) 図形情報バー

マウスポインタの位置、選択したオブジェクトの中心位置・

大きさ・角度・傾きが表示されます。

複数のプレートを配置しているときは表示されません。

(7) ステータスバー

Dr.Engraveの作業状態やコマンドの簡単な解説が表示され

ます。

線の色、画面の拡大・縮小倍率も表示されます。

(8) オブジェクト

彫刻する図形や文字列です。

(9) ポップアップメニュー

編集エリア内でマウスの右ボタンをクリックすると、メ

ニューが表示されます。

選択したオブジェクトの種類や現在の操作モードに関連す

るメニューが表示されます。

(10)

この付近にマウスポインタを合わせると、ポインタの形が

斜めの矢印に変わります。ドラッグするとウィンドウのサ

イズを変更することができます。

(11) 最小化ボタン

ウィンドウが最小化され、タスクバーのボタンになります。

(12) 最大化ボタン

ウィンドウが最大化され、画面いっぱいに表示されます。

(13) 閉じるボタン

プログラムを終了します。

編集中のファイルの変更内容を保存していないと、ファイ

ルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示されま

す。
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はじめに

図のプレートを彫刻する手順を例に、Dr.Engraveの基本的

な操作手順について解説します。
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手順3で希望の加工範囲が選択肢に表示されないときは、

次の方法で加工範囲(彫刻領域)を登録します。

1. [ファイル]メニューの[プリンタの設定]をクリックしま

す。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが開きます。

2. [プリンタ]の[プリンタ名]をクリックし、出力先のドラ

イバを選びます。

3. [プロパティ]ボタンをクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

4. Windows 2000の場合は、[レイアウト]タブの[詳細設定]を

クリックします。

Windows NT 4.0の場合は、[詳細]タブをクリックします。

5. Windows 2000の場合は、[材料サイズ設定 ...]をクリック

し、[のプロパティ ...]をクリックします。

Windows NT 4.0の場合は、[ドキュメントのオプション]

の[材料サイズ設定]をクリックし、[材料サイズ設定]ボタ

ンをクリックします。

[材料サイズ設定]ダイアログボックスが開きます。

6. [材料サイズの追加]をクリックします。

7. 加工範囲(彫刻領域)を入力します。

ここでは、縦 40 mm、横 60 mm の範囲を入力します。

8. [材料サイズ名]に材料サイズの登録名を入力し、[OK]を

クリックします。

名前には半角の英数文字のみを使います。仮名や漢字を

使うと登録できません。

9. [OK]をクリックします。

ドライバのプロパティを閉じます。

10. [OK]をクリックします。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが閉じます。

続けて、加工条件を設定します。

Step 1: 材料の大きさを

入力する

取り付けた材料の大きさ(加工範囲)を設定します。

設定した加工範囲が、Dr.Engraveの編集領域となります。

編集領域は、影付きの白い四角形で表示されます。

編集領域に図形や文字を配置し、プレートをデザインしま

す。この範囲からはみ出た部分は彫刻されません。

■ Windows 95/98/Me の場合

1. [ファイル]メニューの[プリンタの設定]をクリックしま

す。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが開きます。

2. [プリンタ]の[名前]をクリックし、出力先のドライバを

選びます。

3. [プロパティ]ボタンをクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

4. 加工範囲(彫刻領域)を入力します。

ここでは、縦 40 mm、横 60 mm の範囲を入力します。

5. [OK]をクリックします。

ドライバのプロパティが閉じます。

6. [OK]をクリックします。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが閉じます。

■ Windows NT 4.0/2000 の場合

材料の大きさを設定するには、登録されている加工範囲(彫

刻領域)から選びます。

1. [ファイル]メニューの[プリンタの設定]をクリックしま

す。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが開きます。

2. [プリンタ]の[プリンタ名]をクリックし、出力先のドラ

イバを選びます。

3. [用紙]の[サイズ]をクリックし、加工範囲(彫刻領域)を選

びます。

4. [OK]をクリックします。
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■ Windows NT 4.0/2000 の場合

1. ドライバのプロパティを開きます。

2. Windows 2000 のときは[詳細設定]をクリックします。

Windows NT 4.0 のときは[詳細]タブをクリックします。

3. [選択ツールNo.]をクリックし、ツール1 を選びます。

4. [ツール1]をダブルクリックします。

5. [No.1]をダブルクリックします。

6. [ツール移動スピード]、[ツールダウンスピード]に送り速

度を入力します。

速度を速くすると加工が荒くなって、いわゆる「かえ

り」が彫刻面に残りやすくなります。速度を遅くする

と、加工に時間がかかります。また、速度が遅いほど仕

上がりがよくなるわけではありません。

加工材料の材質およびカッターの材質・刃先径に最適の

速度を設定してください。

7. [ツールアップ位置]、[ツールダウン位置]を入力します。

Z0を材料の表面に設定した場合は、図のようになりま

す。

3. [Zアップ位置]、[Zダウン位置]を入力します。

Z0を材料の表面に設定した場合は、図のようになりま

す。

速度を速くすると加工が荒くなって、いわゆる「かえ

り」が彫刻面に残りやすくなります。速度を遅くする

と、加工に時間がかかります。また、速度が遅いほど仕

上がりがよくなるわけではありません。

加工材料の材質およびカッターの材質・刃先径に最適の

速度を設定してください。

4. [Z切削ピッチ]を入力します。

5. [OK]ボタンをクリックします。

続けて[OK]をクリックし、[プリンタの設定]ダイアログ

ボックスを閉じます。

切り込み量を深くすると加工時間が短くなりますが、加

工材料の材質により切り込み量には限界があります。1

回の彫刻で彫刻できない深さの場合は、何回かに分けて

加工し、切り込み量の限界を超えないように注意してく

ださい。

Step 2: 加工条件を設定する

取り付けた材料の材質・厚さ／カッターの種類に合わせて、

カッターの移動速度や切り込み量などの加工条件を設定し

ます。

ドライバで設定できない加工条件(Z0など)は、彫刻機本体

で設定してください。

ここでは、全ての図形や文字列を同じ深さで彫刻する場合

の操作手順を紹介します。加工条件設定の詳細は、ドライ

バのヘルプをご覧ください。

■ Windows 95/98/Me の場合

1. ドライバのプロパティで、[ツール]タブをクリックしま

す。

2. [XY方向の速度]、[Z方向の速度]に送り速度を入力しま

す。
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Step 3: 文字を入力する

彫刻する文字列を入力します。

入力した文字列は、アウトライン化されて文字の輪郭が表

示されます。Dr.Engraveで使用できるフォントは Windows

に登録されているTrueTypeフォントと独自に作成した線文

字フォントです。

ここでは、 Robert と入力し、フォントを Times New Roman

に設定します。

1.  ボタンをクリックします。

マウスポインタが文字編集ツール (  ) に変わります。

2. 文字入力の開始点をクリックします。

3. キーボードから Robert と入力します。

4.  ボタンをクリックします。

5. [書式]メニューの[フォント]をクリックします。

[フォントの選択]ダイアログボックスが開きます。

6. フォントをクリックして選び、[OK]をクリックします。

ここでは、[Times New Roman]を選びます。

7. 文字列の周りに表示されているポイント(■)をドラッグ

して、文字列の大きさを変えます。

文字列の大きさを等倍に拡大／縮小するには、[Shift]キー

を押しながらドラッグします。

8. 文字列をドラッグして、目的の位置に配置します。

ここでは、図の位置に配置します。

8. [切削ピッチ]を入力します。

切り込み量を深くすると加工時間が短くなりますが、加

工材料の材質により切り込み量には限界があります。1

回の彫刻で彫刻できない深さの場合は、何回かに分けて

加工し、切り込み量の限界を超えないように注意してく

ださい。

9. [OK]を数回クリックし、[プリンタの設定]ダイアログ

ボックスを閉じます。
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Step 5: 画像ファイルを

読み込む
既存の画像データを読み込み、輪郭を抽出して線分に変換

することができます。

例えば、会社や団体のロゴデータをプレートに含めること

が可能です。

ここでは、あらかじめスキャナで取り込んでおいた画像

ファイル(Windows Bitmap形式)を線分に変換する手順を解

説します。

1. [ファイル]メニューの、[インポート]をクリックします。

[ファイルを開く]ダイアログボックスが開きます。

2. [ファイルの種類]をクリックし、[Windows Bitmap File

(*bmp)]を選択します。

一覧にインポート可能なファイルが表示されます。

Step 4: 図形を描く

データに図形を追加します。ここでは、長細い長方形を描き

ます。

Dr.Engraveは、長方形の他に「角丸の長方形」、「円・楕円」、

「星形」、「多角形(連続直線)」を描くことができます。

1.  ボタンをクリックします。

マウスポインタが選択ツール (  ) から図形描画ツール (

 ) に変わります。

2. 図のようにドラッグします。

3. 画像ファイルが保存されている場所を指定します。

ファイルを選択し、[開く]をクリックします。

4. プレビュー画面に、読み込んだ画像が表示されます。内

容を確認して、[OK]をクリックします。

カラー画像の場合、色によってうまくアウトラインを抽

出できないことがあります。そのときは、[画像の濃度調

整]のスライダーをドラッグして画像の濃さを調整する

か、「既存の画像ファイルを読み込む」を参考に市販の

ソフトウェアでデータを修正してください。

5. 画面にアウトライン化されたオブジェクトが配置されま

す。

6.  ボタンをクリックします。

7. オブジェクトをクリックします。

8. オブジェクトの周りに表示されているポイント(■)をド

ラッグして、オブジェクトの大きさを変えます。

オブジェクトの大きさを等倍に拡大／縮小するには、

[Shift]キーを押しながらドラッグします。

9. オブジェクトをドラッグして、目的の位置に配置しま

す。ここでは、図の位置に配置します。
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Step 7: 彫刻を始める

データを出力し、彫刻を開始します。

彫刻の前にケーブルの接続、材料の取り付け、材料の取り

付け位置、カッターの取り付け、原点の設定を確認してく

ださい。詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧く

ださい。

1.  ボタンをクリックします。

[印刷] ダイアログボックスが開きます。

2. [OK]ボタンをクリックします。

彫刻データが彫刻機に送られ、動作を始めます。

彫刻を途中でやめるときは
1. 彫刻機を一時停止(ポーズ)状態にします。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

2. Windowsの[スタート]ボタンをクリックします。

3. [設定]をポイントし、[プリンタ]をクリックします。

4. プリンタドライバのアイコンをダブルクリックします。

5. [プリンタ]メニューの[印刷ジョブのクリア]または[印刷

ドキュメントの削除]をクリックします。

(Windows 2000の場合は、[すべてのドキュメントの取り

消し]をクリックします。)

彫刻中のファイルがリストから削除されます。彫刻中の

ファイルが表示されないときは、すでにデータを送り終

わっています。

6. 彫刻機を操作して、作業を終了させます。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

Step 6: ファイルを保存する

できあがったデータをファイルに保存します。

1.  ボタンをクリックします。

[名前を付けて保存]ダイアログボックスが開きます。

2. ファイルの保存先を指定します。

3. ファイル名を入力し、[保存]ボタンをクリックします。



2
オブジェクトの

基本操作
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オブジェクトを選択する

1.  ボタンをクリックします。

2. 選択するオブジェクトの上にマウスを移動し、クリック

します。

3. 選択されたオブジェクトは、オブジェクトの周りに■と

▲のマークが表示されます。

オブジェクトが選ばれているときに[Tab]キーを押すと、

別のオブジェクトが選択されます。オブジェクトの選択

順を逆にするには、[Shift]キーを押しながら[Tab]キーを

押します。

複数のオブジェクトを選択する
  ・[Shift]キーを押したまま、選択したいオブジェクトをク

リックします。

 ・ 選択したいオブジェクト全体を囲むようにドラッグしま

す。

オブジェクトの選択を解除

する

1.  ボタンをクリックします。

2. 選択されているオブジェクト以外の場所をクリックしま

す。

オブジェクトを水平・垂直

に移動する

1.  ボタンをクリックします。

2. オブジェクトをクリックして選択します。

3. [Shift]キーを押したまま、オブジェクトを上下左右にド

ラッグします。

オブジェクトのサイズを変

える

1.  ボタンをクリックします。

2. オブジェクトをクリックして選択します。

3. オブジェクトの周りに表示されているポイント(■や▲)

をドラッグし、大きさを変えます。

四角のポイント(■)をドラッグすると、サイズを自由に

変更できます。

[Shift]キーを押しながらドラッグすると、図形の縦横比

を保ったままサイズを変更できます。

左右の三角のポイント(▲)をドラッグすると、水平方向

にサイズを変更できます。

上下の三角のポイント(▲)をドラッグすると、垂直方向

にサイズを変更できます。

オブジェクトの回転

1.  ボタンをクリックします。

2. オブジェクトをクリックして選択します。

3. オブジェクトをもう1回クリックします。

オブジェクトの周りに丸のポイント(●)が表示されます。

4. 丸のポイント(●)をドラッグすると、オブジェクトが回

転します。
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オブジェクトの傾斜

※文字枠は傾斜できません。

1.  ボタンをクリックします。

2. オブジェクトをクリックして選択します。

3. オブジェクトをもう1回クリックします。

オブジェクトに菱形のポイント(◆)が表示されます。

文字列の場合は、傾斜バーが表示されます。

4. 菱形のポイント(◆)をドラッグすると、オブジェクトが

傾きます。

文字列の場合は、傾斜バーのポイント(■)をドラッグし

ます。

オブジェクトの複製

1.  ボタンをクリックします。

2. 複製元のオブジェクトをクリックして選択します。

3.  ボタンをクリックします。

4.  ボタンをクリックします。

新たなオブジェクトがコピーされ、複製元のオブジェク

トに重なります。

5. 複製されたオブジェクトをドラッグし、目的の場所へ移

動します。

オブジェクトの削除

1.  ボタンをクリックします。

2. 削除するオブジェクトをクリックして選択します。

3. [編集]メニューの[削除]をクリックします。 ボタンをク

リックします。

多角形(連続直線)の頂点を

選択する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. 頂点をクリックします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

頂点が選ばれているときに[Tab]キーを押すと、別の頂

点が選択されます。頂点の選択順を逆にするには、[Shift]

キーを押しながら[Tab]キーを押します。

多角形(連続直線)の複数の

頂点を選択する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. [Shift]キーを押しながら、頂点(■)をクリックします。

または、頂点を囲むようにドラッグします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。
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多角形(連続直線)の頂点を

水平・垂直に移動する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. [Shift]キーを押したまま、頂点(■)を上下左右にドラッ

グします。

多角形(連続直線)の頂点を

追加する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. 多角形(連続直線)の線上にマウスポインタを移動し、ク

リックします。

頂点の追加場所(□)が表示されます。

4. [図形]メニューの[頂点の挿入]をクリックします。

多角形(連続直線)の頂点を

削除する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. 頂点をクリックします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

複数の頂点を削除するには、[Shift]キーを押しながら頂点

(■)をクリックします。または、頂点を囲むようにド

ラッグします。

4. [図形]メニューの[頂点の削除]をクリックします。

図形の線上でダブルクリックし、頂点を追加することも

できます。

多角形(連続直線)の全ての

頂点を選択する

1.  ボタンをクリックします。

2. 多角形(連続直線)をクリックします。

3. [Ctrl]キーを押しながら、１つの頂点(■)をクリックしま

す。

多角形(連続直線)に含まれる全ての頂点が枠付きの四角

形(  )に変わります。



3
ヒントとテクニック
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彫刻の原点について

Dr.Engraveの原点は、次の図の通りです。

原点の位置は常に彫刻領域の左下点で、変更することはで

きません。

Dr.Engraveの原点は、彫刻機のXY方向の原点(ホームポジ

ション)と一致します。

彫刻の深さを変える

オブジェクト別に彫刻の深さを変えるには、線(あるいは塗

り)の色を変えます。

各色の深さは、彫刻機のドライバで設定することができます。

設定方法については、ドライバのヘルプをご覧ください。

オブジェクトの線(あるいは塗り)の色を変えるには、次の操

作を行います。

1.  ボタンをクリックします。

2. オブジェクトをクリックします。

3. [図形]メニューの[プロパティ]をクリックします。

選択されたオブジェクトのプロパティダイアログボック

スが開きます。

4. [色]の下矢印をクリックし、指定する色をクリックしま

す。

 関連項目

文字列のプロパティ

図形のプロパティ

多角形のプロパティ

文字枠のプロパティ
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同じサイズのプレートを並

べて一度に彫刻する

カットされた同じ大きさのプレートを彫刻機の加工テーブ

ルに並べて置き、一度に彫刻する方法を紹介します。

ここでは、150 mm × 100 mm の台座の上に 60 mm × 40 mm

のプレートを 4枚取り付け、プレートを取り替えて合計 8

枚のプレートを彫刻する例をあげます。

Step 1 から Step 3 の 3段階に分けて説明します。

Step 1 ： テンプレートファイルを作る

Step 2 ： プレートを配置し、文字を入力する

Step 3 ： 彫刻機の準備をし、彫刻を始める

Step 1: テンプレート

ファイルを作る
一枚分のプレートデータを作り、テンプレートファイルの

形式で保存します。

3. [テンプレート]をクリックしてオンにし、[OK]をクリッ

クします。

1. [ファイル]メニューの[新規作成]をクリックします。

[新規作成]ダイアログボックスが開きます。

2. [標準]タブをクリックし、[新規ファイル]をクリックしま

す。

[テンプレートのプロパティ]ダイアログボックスが開き

ます。

4. プレートのサイズを入力し、[OK]をクリックします。

ここでは、次のように入力します。

何も入力されていない空白のファイルが開きます。

5.  ボタンをクリックし、図の文字枠を作ります。

6. 文字枠の文字の大きさやフォントの種類などを設定しま

す。

プレートを配置した後で設定することもできます。その

場合は、[配置]メニューの[テンプレートの編集]を利用し

ます。ここでは事前に文字の設定をしておきます。

文字枠を選び、[図形]メニューの[プロパティ]をクリック

します。

7. 文字の大きさや配置、フォントの種類など必要な項目を

設定し、[OK]をクリックします。

通常文字の大きさは、文字枠の大きさを越えないように

設定します。

8.  ボタンをクリックし、図の四角形を作ります。

9. 図の画像ファイルを読み込みます。

詳しくは、既存の画像ファイルを読み込むまたはスキャ

ナを使って画像を読み込むを参照してください。

10.  ボタンをクリックし、ファイルを保存します。
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Step 2: プレートを配置し、

文字を入力する

Step1 で作成したプレートを配置し、文字枠に文字を入力しま

す。

1. [配置]メニューの[レイアウトの設定]をクリックします。

[レイアウトの設定]ダイアログボックスが開きます。

2. 図のように設定し、[OK]をクリックします。

3. プレートをセットする台座の大きさを入力します。

[ファイル]メニューの[プリンタの設定]をクリックしま

す。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが開きます。

4. [プロパティ]をクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

5. 彫刻領域に台座のサイズを入力し、[OK]をクリックしま

す。

ここでは、次のように入力します。

8. 文字枠をクリックし、文字を入力します。

ここでは、図のように入力します。

6. [OK]をクリックし、[プリンタの設定]ダイアログボック

スを閉じます。

7.  ボタンをクリックします。

9. レイアウト情報バーの[次ページ]ボタンをクリックし、2

ページ目を表示させます。

10. 文字枠をクリックし、文字を入力します。

ここでは、図のように入力します。

11.  ボタンをクリックし、ファイルを保存します。

 関連項目

文字枠にテキストファイルを読み込む

日本語を入力する
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Step 3: 彫刻機の準備をし、

彫刻を始める

彫刻機にカッターと材料を取り付け、加工を始めます。

6. [XY方向の速度]、[Z方向の速度]に送り速度を入力しま

す。

2. 彫刻機を操作して、材料の表面に Z0 を設定します。

また、台座の左下点にホームポジション(XY方向の原

点)を設定します。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

3.  ボタンをクリックします。

[印刷] ダイアログボックスが開きます。

4. 取り付けた材料の材質・厚さ／カッターの種類に合わせ

て、カッターの移動速度や切り込み量などの加工条件を

設定します。

[プロパティ]をクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

5. [ツール]タブをクリックします。

7. [Zアップ位置]、[Zダウン位置]を入力します。

速度を速くすると加工が荒くなって、いわゆる「かえ

り」が彫刻面に残りやすくなります。速度を遅くする

と、加工に時間がかかります。また、速度が遅いほど仕

上がりがよくなるわけではありません。

加工材料の材質およびカッターの材質・刃先径に最適の

速度を設定してください。

8. [Z切削ピッチ]を入力します。

9. [OK]をクリックし、ドライバのプロパティを閉じます。

10. [OK]をクリックします。

彫刻データが彫刻機に送られ、動作を始めます。

11. 1ページ目の彫刻データを出力し終わると、材料交換の

メッセージが表示されます。

彫刻機の動作が止まるのを確認し、台座に新しい材料を

セットします。手順 1の図と同じ場所にセットしてくだ

さい。必要であれば、取り付けた材料の表面に Z0 を再

設定します。

12. 材料取り付け後、[OK]をクリックします。

2ページ目の彫刻データが彫刻機に送られ、動作を始め

ます。

 関連項目

任意のプレートを再加工する

切り込み量を深くすると加工時間が短くなりますが、加

工材料の材質により切り込み量には限界があります。1

回の彫刻で彫刻できない深さの場合は、何回かに分けて

加工し、切り込み量の限界を超えないように注意してく

ださい。

1. 彫刻機にカッターと材料を取り付けます。

台座を彫刻機の加工テーブルにセットし、材料を図の位

置に取り付けます。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。
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一枚のプレートを分割して

複数のプレートを作る

一枚のプレートを彫刻機の加工テーブルに置き、プレート

を分割しながら複数枚彫刻する方法を紹介します。

ここでは、150 mm × 100 mm のプレートに、60 mm × 40

mm の同じデザインのプレートを4枚彫刻する例をあげま

す。

Step 1 から Step 3 の 3段階に分けて説明します。

Step 1 ： テンプレートファイルを作る

Step 2 ： プレートを配置し、文字を入力する

Step 3 ： 彫刻機の準備をし、彫刻を始める

Step 1: テンプレート

ファイルを作る
一枚分のプレートデータを作り、テンプレートファイルの

形式で保存します。

3. [テンプレート]をクリックしてオンにし、[OK]をクリッ

クします。

1. [ファイル]メニューの[新規作成]をクリックします。

[新規作成]ダイアログボックスが開きます。

2. [標準]タブをクリックし、[新規ファイル]をクリックしま

す。

[テンプレートのプロパティ]ダイアログボックスが開き

ます。

4. プレートのサイズを入力し、[OK]をクリックします。

ここでは、次のように入力します。

何も入力されていない空白のファイルが開きます。

5.  ボタンをクリックし、図の文字枠を作ります。

6. 文字枠の文字の大きさやフォントの種類などを設定しま

す。

プレートを配置した後で設定することもできます。その

場合は、[配置]メニューの[テンプレートの編集]を利用し

ます。ここでは事前に文字の設定をしておきます。

文字枠を選び、[図形]メニューの[プロパティ]をクリック

します。

7. 文字の大きさや配置、フォントの種類など必要な項目を

設定し、[OK]をクリックします。

通常文字の大きさは、文字枠の大きさを越えないように

設定します。

8.  ボタンをクリックし、図の四角形を作ります。

9. 図の画像ファイルを読み込みます。

詳しくは、既存の画像ファイルを読み込むまたはスキャ

ナを使って画像を読み込むを参照してください。

10.  ボタンをクリックし、ファイルを保存します。
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Step 2: プレートを配置し、

文字を入力する

Step1 で作成したプレートを配置し、文字枠に文字を入力し

ます。

8. 文字枠をクリックし、文字を入力します。

ここでは、図のように入力します。

1. [配置]メニューの[レイアウトの設定]をクリックします。

[レイアウトの設定]ダイアログボックスが開きます。

2. 図のように設定し、[OK]をクリックします。

3. 彫刻するプレート全体の大きさを入力します。

[ファイル]メニューの[プリンタの設定]をクリックしま

す。

[プリンタの設定]ダイアログボックスが開きます。

4. [プロパティ]をクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

5. 彫刻領域にプレートのサイズを入力し、[OK]をクリック

します。

ここでは、次のように入力します。

6. [OK]をクリックし、[プリンタの設定]ダイアログボック

スを閉じます。

7.  ボタンをクリックします。

9.  ボタンをクリックし、ファイルを保存します。

 関連項目

日本語を入力する

文字枠にテキストファイルを読み込む

Step 3: 彫刻機の準備をし、

彫刻を始める

彫刻機にカッターと材料を取り付け、加工を始めます。

1. 彫刻機にカッターと材料を取り付けます。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

2. 彫刻機を操作して、材料の表面に Z0 を設定します。

また、材料の左下点にホームポジション(XY方向の原

点)を設定します。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

3.  ボタンをクリックします。

[印刷] ダイアログボックスが開きます。
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4. 取り付けた材料の材質・厚さ／カッターの種類に合わせ

て、カッターの移動速度や切り込み量などの加工条件を

設定します。

[プロパティ]をクリックします。

ドライバのプロパティが開きます。

5. [ツール]タブをクリックします。

6. 図形や文字の線の色は「黒」、分割線の色は「赤」に設

定されています。

各色に異なった加工条件を設定します。

7. 黒色のタブをクリックし、ツール番号を指定します。

8. [XY方向の速度]、[Z方向の速度]に送り速度を入力しま

す。

9. [Zアップ位置]、[Zダウン位置]を入力します。

速度を速くすると加工が荒くなって、いわゆる「かえ

り」が彫刻面に残りやすくなります。速度を遅くする

と、加工に時間がかかります。また、速度が遅いほど仕

上がりがよくなるわけではありません。

加工材料の材質およびカッターの材質・刃先径に最適の

速度を設定してください。

切り込み量を深くすると加工時間が短くなりますが、加

工材料の材質により切り込み量には限界があります。1

回の彫刻で彫刻できない深さの場合は、何回かに分けて

加工し、切り込み量の限界を超えないように注意してく

ださい。

10. [Z切削ピッチ]を入力します。

11. 分割線の加工条件を設定します。

赤色のタブをクリックし、ツール番号を指定します。

12. 手順 8～ 11の設定を行います。

[Zダウン位置]には、1.8 mm を入力します。

13. 加工途中でカッターを交換するときは、[本体のツールを

交換する]をオンにします。

14. [OK]をクリックし、ドライバのプロパティを閉じます。

15. [OK]をクリックします。

彫刻データが彫刻機に送られ、動作を始めます。

 関連項目

任意のプレートを再加工する
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任意のプレートを再加工す

る
複数のプレートを配置して彫刻を行った後、任意のプレー

トを再加工する手順を紹介します。

一部の彫刻に失敗したときや、文字入力の失敗に気づかず

に彫刻してしまったときなど、失敗したプレートのみを選

んで再加工することができます。

1. 目的のファイルを開きます。

2. レイアウト情報バーのページ送りボタンをクリックし

て、修正したいプレートを含むページを表示させます。

3. データを修正します。

4.  ボタンをクリックします。

5. 再加工するプレートをクリックします。

プレートの輪郭が選択され、青色に変わります。

複数のプレートを選ぶには、[Shift]キーを押しながらプ

レートをクリックします。

6. 彫刻機にカッターと材料を取り付けます。

詳細は、彫刻機のユーザーズマニュアルをご覧くださ

い。

7.  ボタンをクリックします。

[印刷] ダイアログボックスが開きます。

8. [印刷範囲]の[ページ指定]をオンにし、再加工するペー

ジ範囲を指定します。

9. [OK]をクリックします。

指定したプレートの彫刻データのみが彫刻機に送られ、

動作を始めます。

文字枠にテキストファイル

を読み込む
表計算やデータベースソフトで作成したデータを利用して、

文字枠に文字を読み込む方法を紹介します。

1. 表計算やデータベースソフトを使って、文字枠に読み込

むテキストファイルを書き出します。

フィールドの区切り文字は、カンマかタブを選んでくだ

さい。それ以外の区切り文字は、Dr.Engraveで判別する

ことができません。詳しくは、表計算またはデータベー

スソフトの説明書を参照してください。

2. 文字枠を含むテンプレートファイルを開きます。

3. 文字枠の文字の大きさやフォントの種類などを設定しま

す。

文字を読み込んだ後で設定することもできます。その場

合は、[配置]メニューの[テンプレートの編集]を利用しま

す。ここでは事前に文字の設定をしておきます。

文字枠を選び、[図形]メニューの[プロパティ]をクリック

します。

4. 文字の大きさや配置、フォントの種類など必要な項目を

設定し、[OK]をクリックします。

通常文字の大きさは、文字枠の大きさを越えないように

設定します。

5.  ボタンをクリックし、テンプレートファイルを保

存します。

6. [配置]メニューの[レイアウトの設定]をクリックします。

[レイアウトの設定]ダイアログボックスが開きます。

7. 必要なレイアウト情報を入力します。

プレートの配置枚数をレコードと同じ数にする必要はあ

りません。プレート枚数は、レコードを読み込んだとき

にレコードと同じ数に調整されます。

8. [OK]をクリックします。

テンプレートの配置モードになります。

9. [ファイル]メニューの[テキスト読み込み]をクリックし

ます。

[ファイルを開く]ダイアログボックスが開きます。

10. 手順1で用意したテキストファイルを選択し、[OK]をク

リックします。

[テキスト読み込みウィザード]が開きます。

11. フィールドの区切り文字をクリックし、[次へ]をクリック

します。

12. 文字枠にどのフィールドデータを読み込ませるかを設定

します。

フィールドの文字をドラッグし、読み込み先の文字枠に

重ねます。

設定が終わったら、[次へ]をクリックします。

13. 文字枠に読み込むレコードを選びます。

全てのレコードを読み込むには、[すべて選択]をクリック

します。

14. レコードの選定が終わったら、[完了]をクリックします。

文字枠にテキストファイルの内容が入力されます。
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文字の彫刻を高速化する

文字を線文字に変えると、アウトライン化された文字に比

べて構成する線分が減るため、彫刻をより高速に行うこと

ができます。

中心位置を変えずに大きさ

を変える

オブジェクトの中心位置を保ったまま大きさを変えるには、

[Ctrl]キーを押したまま編集ポイント(■や▲)をドラッグし

ます。

1. オブジェクトを選択します。

2. [Ctrl]キーを押したまま、ポイント(■や▲)をドラッグし

ます。

四角のポイント(■)をドラッグすると、サイズを自由に

変更できます。

[Shift]キーを押しながらドラッグすると、図形の縦横比

を保ったままサイズを変更できます。

左右の三角のポイント(▲)をドラッグすると、水平方向

にサイズを変更できます。

 関連項目

オブジェクトのサイズを変える

上下の三角のポイント(▲)をドラッグすると、垂直方向

にサイズを変更できます。
縦横比が1:1の図形(真円

や正方形など)を作る

真円、正方形などの縦横比が1:1の図形を作るには、[Shift]

キーを押しながらドラッグします。

この機能は、文字列と多角形(連続直線)の作成には利用でき

ません。

1. 四角形、角の丸い四角形、円・楕円、星形のいずれかの

図形作成ボタンをクリックします。

2. [Shift] キーを押したまま、ドラッグします。

 関連項目

オブジェクトのサイズを変える

文字列のプロパティの [縦横比]

多角形のプロパティの [縦横比]

1. 線文字に変換する文字列を選択します。

2. [図形]メニューの[線文字]をクリックします。

[ストロークフォントの選択]ダイアログボックスが開き

ます。

3. [ストロークフォント名]の下矢印をクリックしてフォン

トを選択し、[OK]をクリックします。

新規の線文字フォントを登録するには、テキストボック

スをクリックして新規のフォント名を入力します。

4. 画面に線文字化された文字が配置されます。

 関連項目

[書式]－[線文字の編集] コマンド
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図形を中心点から描き始め

る

図形の中心点を開始点にして図形を作るには、[Ctrl]キーを押

しながらドラッグします。

この機能は、文字列と多角形(連続直線)の作成には利用でき

ません。

1. 四角形、角の丸い四角形、円・楕円、星形のいずれかの

図形作成ボタンをクリックします。

2. [Ctrl] キーを押したまま、ドラッグします。

 関連項目

縦横比が1:1の図形(真円や正方形など)を作る

正多角形を作る

真円を作成して変形させると、正多角形を作ることができ

ます。

1.  ボタンをクリックします。

2. [Shift]キーを押しながらドラッグし、真円を作ります。

3. 円を選択し、[図形]メニューの[プロパティ]をクリックし

ます。

[図形のプロパティ]ダイアログボックスが開きます。

4. [形]のスライダーをドラッグします。

三角形から十三角形までの正多角形を作ることができま

す。スライダーを右端にドラッグすると、多角形ではな

く円になります。

オブジェクトの位置を中心

点で揃える

長方形の中心に文字列を配置するときや、同心円を作成す

るときは、[配置]メニューの[位置合わせ] コマンドを利用し

ます。

1. 任意の場所にオブジェクトを作成します。

2. 目的のオブジェクトを全て選択します。

3. [配置]メニューの[位置合わせ]をクリックします。

選択したオブジェクトが中央で揃います。

[Shift]キーでオブジェクトを複数選択した場合は、最後

に選択したオブジェクトに重なります。ドラッグで複数

のオブジェクトを選択した場合は、最も前面に配置され

ているオブジェクトに重なります。

 関連項目

オブジェクトを水平・垂直に移動する

オブジェクトの位置を揃える -グリッド･スナップの利用 -
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市販のソフトウェアで作成

した図形を貼り付ける

ベクトルデータを扱うソフトウェア(CorelDRAWなど)で作

成したデータをコピーし、クリップボードを介して

Dr.Engraveに貼り込むことができます。貼り込んだデータ

は、通常のオブジェクトと同様に編集することができます。

貼り込むことのできるデータの条件

・ビットマップデータを含めない

・図形内に塗り・網掛けを設定しない

・線は極細線 (指定できる最も細い線) に設定する

1. 市販のソフトウェアで作成した図形をコピーします。

コピー方法は、お使いのソフトウェアの取扱説明書をご

覧ください。

2. Dr.Engraveで[編集]メニューの[貼り付け]をクリックしま

す。

コピーしたデータがDr.Engraveに配置されます。

オブジェクトの位置を揃える

-グリッド･スナップの利用 -

グリッドを目安にオブジェクトの位置や大きさを決めるこ

とができます。グリッドは画面の縦横にそれぞれ等間隔で

表示されます。インストール直後には、グリッド表示がオ

フに設定されています。

オブジェクトをグリッドに吸着させるには、[表示]メニュー

の[グリッドにスナップ]をオンにします。

1. 任意の場所にオブジェクトを作成します。

2. [表示]メニューの[グリッド]をクリックしてオンにしま

す。

3. [表示]メニューの[グリッドにスナップ]をクリックして

オンにします。

4. オブジェクトを１つずつ選択し、配置させたい位置のグ

リッドに移動します。オブジェクトは自動的にグリッド

に吸着し、位置を揃えることができます。

上図は、2つの四角形を左端で揃えた場合

オブジェクトがグリッドに吸着する点

を変える
グリッドの吸着ポイントは、初期状態でオブジェクトの左

下です。

吸着ポイントを変えるには、[Ctrl]キーを押しながらポイント

をクリックします。

吸着ポイントには、オブジェクト周辺の点(8点)と中央が設定

可能です。

この機能を利用して、複数のオブジェクトを中央で揃えた

り、右上で揃えたりできます。

 関連項目

グリッドの設定

オブジェクトの位置を中心点で揃える
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シンボル図形を貼り付ける

Dr.Engraveには、シンボル(記号集)が用意されています。編

集中のファイルにシンボルを追加したり、Dr.Engraveのオ

ブジェクトをシンボルに登録したりできます。

シンボルの挿入
1. [図形]メニューの[シンボル挿入]をクリックします。

[シンボルの挿入]ダイアログボックスが表示されます。

2. グループを選択し、追加するシンボルをクリックしま

す。

3. [挿入]をクリックします。

選んだシンボル(オブジェクト)が画面に配置されます。

4. 配置されたシンボルの大きさと位置を調整します。

シンボルの登録
1. シンボルとして登録するオブジェクトを選択します。

2. [図形]メニューの[シンボル登録]をクリックします。

[シンボルの登録]ダイアログボックスが表示されます。

3. シンボルは、用途や形状にあわせてグループに登録しま

す。

新たにグループを作成する場合は、[新規グループ]のボタ

ンをクリックし、グループ名を入力します。

既存のグループにシンボルを追加する場合は、[グループ

名]でグループ名称を選択します。

4. [シンボル名]にシンボルの名称を入力し、[登録]ボタンを

クリックします。

日本語を入力する

Dr.Engraveに日本語を入力するには、Windowsに登録され

た日本語入力システムを利用します。(Dr.Engraveに日本語入

力システムは含まれません。)

日本語入力システムがインストールされているとき、次の

キー操作で日本語を入力することができます。

DOS/V機 , PC98-NXシリーズ

： [Alt]キーを押しながら[半角／全角]キーを押す

PC-9800シリーズ

： [Ctrl]キーを押しながら[XFER]キーを押す

日本語の入力方法や変換方法については、お使いの日本語

入力システムの取扱説明書を参照してください。

数値の単位を変えるには

数値の単位は、Dr.Engrave起動時のWindowsの単位設定に

従います。ウィンドウズの単位は、[コントロールパネル]－

[地域]－[数値]タブの[単位]で設定します。

単位を変更したときは、一旦Dr.Engraveを終了し、再起動

してください。
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スキャナを使って画像を読

み込む

スキャナで取り込んだ画像を Dr.Engraveに読み込んでアウ

トライン化(輪郭抽出)し、多角形(連続直線)として貼り付け

ることができます。

Dr.Engraveは、TWAIN_32対応のスキャナに対応していま

す。スキャナの接続・スキャナのドライバのインストール

方法は、お使いのスキャナの取扱説明書を参照してくださ

い。

画像によってはうまくアウトラインを抽出できないことが

あります。以下の条件を参考にデータを用意してください。

きれいに輪郭抽出できるデータの条件

  ・連続階調を含まず、色と色の境目がはっきりしているこ

と。

白黒２値をお勧めします。

一般に写真のスキャンデータは連続階調を含むため、輪

郭抽出の元データとして不向きです。

＜例＞

  ・スキャンの解像度を高くすること

一般に解像度を高くすると、輪郭抽出の精度が上がりま

す。図形の複雑さや、彫刻時の大きさによって最適な解

像度が異なります。ただし解像度の高いデータは、低い

データに比べてDr.Engraveでの読み込みに時間がかかり

ます。

＜例＞

  ・スキャンする元絵の大きさは、彫刻時のサイズと同じか

大きな絵を用意すること

彫刻するサイズよりも小さな画像を読み込み、

Dr.Engraveで拡大しても元絵よりきれいな図形にはなり

ません。彫刻結果をきれいにするには、大きなオブジェ

クトを縮小して目的の大きさにします。

1. [ファイル]メニューの[スキャナの選択]をクリックしま

す。

2. スキャナのドライバを選択します。

TWAIN対応ドライバとTWAIN_32対応のドライバが両

方インストールされている場合は、TWAIN_32対応のド

ライバを選びます。

3. スキャナに原稿をセットします。

4. [ファイル]メニューの[スキャナ読み込み]をクリックし

ます。

スキャンするためのアプリケーションが起動します。操

作方法については、お使いのスキャナの取扱説明書を参

照してください。

5. スキャン作業が終了すると、Dr.Engraveにスキャンデー

タが読み込まれます。

[プレビュー]ダイアログボックスが開きます。

6. スキャンデータの内容を確認し、[OK]をクリックします。

7. 画面にアウトライン化されたオブジェクトが配置されま

す。
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既存の画像ファイルを読み

込む

Dr.Engraveは、Windows Bitmap形式(拡張子は*.bmp)の画像

ファイルを読み込んでアウトライン化(輪郭抽出)し、多角形

(連続直線)として貼り付けることができます。Windows

Bitmap形式へのファイル保存の方法は、お使いのソフト

ウェアの取扱説明書をご覧ください。

画像によってはうまくアウトラインを抽出できないことがあ

ります。以下の条件を参考にデータを用意してください。

きれいに輪郭抽出できるデータの条件

  ・連続階調を含まず、色と色の境目がはっきりしているこ

と。

白黒２値をお勧めします。

一般に写真のスキャンデータは連続階調を含むため、輪

郭抽出の元データとして不向きです。

＜例＞

  ・スキャンの解像度を高くすること

一般に解像度を高くすると、輪郭抽出の精度が上がりま

す。図形の複雑さや、彫刻時の大きさによって最適な解

像度が異なります。ただし解像度の高いデータは、低い

データに比べてDr.Engraveでの読み込みに時間がかかり

ます。

＜例＞

 ・ スキャンする元絵の大きさは、彫刻時のサイズと同じか

大きな絵を用意すること

彫刻するサイズよりも小さな画像を読み込み、

Dr.Engraveで拡大しても元絵よりきれいな図形にはなり

ません。彫刻結果をきれいにするには、大きなオブジェ

クトを縮小して目的の大きさにします。

1. [ファイル]メニューの[インポート]をクリックします。

[ファイルを開く]ダイアログボックスが開きます。

2. [ファイルの種類]をクリックし、[Windows Bitmap File

(*bmp)]を選択します。

一覧にインポート可能なファイルが表示されます。ファ

イルを選択し、[開く]をクリックします。

3. プレビュー画面に読み込んだデータが表示されます。内

容を確認して、[OK]をクリックします。

カラーの画像の場合、色によってうまくアウトラインを

抽出できないことがあります。[画像の濃度調整]のスライ

ダーをドラッグして画像を調整するか、＜きれいに輪郭

抽出できるデータの条件＞を参考に市販のソフトウェア

でデータを修正してください。

4. 画面にアウトライン化されたオブジェクトが配置されま

す。

 関連項目

[ファイル]-[インポート] コマンド
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ツールバーのボタン

ツールバーには、[開く ...]や[上書き保存]など Dr.Engraveの

コマンドを実行するためのボタンが用意されています。マ

ウスポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能

が確認できます。

新しいファイルを作成します。

既存のDr.Engraveファイルを開きます。

現在の名前でファイルを保存します。

編集画面に表示されている彫刻データを彫刻機

に出力します。

選択したオブジェクトを削除し、クリップ

ボードにコピーします。

選択したオブジェクトをクリップボードにコ

ピーします。

クリップボードの内容をコピーして画面に貼

り付けます。

オブジェクトを選択します。

多角形(連続直線)の頂点の位置を移動し、形

を変えます。

オブジェクトを拡大または縮小して表示しま

す。

彫刻する文字列を入力します。

任意の位置をドラッグし、正方形・長方形を

作成します。

任意の位置をドラッグし、角が丸い四角形を

作成します。

任意の位置をドラッグし、円・楕円を作成しま

す。

任意の位置をドラッグし、星形の図形を作成し

ます。

頂点をクリックし、開いた多角形(連続直線)

を作成します。

文字の入力枠を作成します。

テンプレートファイルの編集時のみ有効です。

選択した文字列を線文字に変換します。

図形または文字の内部をさらい彫刻します。

オブジェクトの前後関係を変えます。

選択したオブジェクトを前面に配置します。

オブジェクトの前後関係を変えます。

選択したオブジェクトを背面に配置します。

選択した文字列を横書きに変えます。

選択した文字列を縦書きに変えます。
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[ファイル] メニュー

[ファイル]-[新規作成] コマンド

新しいファイルを作成します。

ツールバーのボタンをクリックすると、図形と文字列が何

も入力されていない新規のドキュメントファイルが作成さ

れます。[ファイル]メニューの[新規作成]をクリックすると、

[新規作成]ダイアログボックスが開きます。

編集中のファイルの変更内容を保存していないと、ファイ

ルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示されま

す。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[N]

[新規作成] ダイアログボックス

(1) タブ

テンプレートファイルのグループ名がタブに表示されま

す。

[標準]タブには、Dr.Engraveの[Template]フォルダにある

テンプレートファイル(*.det)が表示されます。

新しいグループを追加するには、[Template]フォルダの1

つ下の階層にフォルダを作成します。タブの名前(グ

ループ名)は、作成したフォルダ名がそのまま利用され

ます。ただし、[Template]フォルダより2つ以上下の階層

にあるフォルダは表示されません。

(2)

選択したタブに含まれるテンプレートファイルの一覧が

表示されます。

図形や文字列が何も入力されていない新しいファイルを

作るには、[標準]タブの[新規ファイル]を選びます。

新しいドキュメントファイル(*.ded)を作るには、[ドキュ

メント]をオンにします。新しいテンプレートファイル

(*.det)を作るには、[テンプレート]をオンにします。

(3) プレビュー

選択したテンプレートファイルの内容が表示されます。

(1)

(2)

(3)

(4)
(5)

(4) ドキュメント

選択したテンプレートファイルの内容をコピーし、新し

いドキュメントファイルを作ります。

何も入力されていない新しいドキュメントファイル

(*.ded)を作るには、[標準]タブの[新規ファイル]を選びこ

こをオンにします。

(5) テンプレート

選択したテンプレートファイルの内容をコピーし、新し

いテンプレートファイルを作ります。

何も入力されていない新しいテンプレートファイル

(*.det)を作るには、[標準]タブの[新規ファイル]を選びこ

こをオンにします。

[ファイル]-[名前を付けて保存] コマンド

ファイルの名前を変えて保存します。

このコマンドを実行すると、[名前を付けて保存]ダイアログ

ボックスが開きます。

[ファイル]-[インポート] コマンド

他のアプリケーションソフトウェアで作ったファイルを読

み込みます。

このコマンドを実行すると[ファイルを開く]ダイアログボッ

クスが表示されます。

 関連項目

既存の画像ファイルを読み込む

[ファイル]-[開く] コマンド

既存のDr.Engraveファイルを開きます。

このコマンドを実行すると、[開く]ダイアログボックスが開

きます。

編集中のファイルの変更内容を保存していないと、ファイ

ルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示されま

す。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[O]

[ファイル]-[上書き保存] コマンド

現在の名前でファイルを保存します。

ファイル名と保存場所を変更して保存するには、[名前を付

けて保存 ...] コマンドを使います。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[S]
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[ファイル]-[テキスト読み込み] コマンド

カンマやタブで区切られたテキストファイルを文字枠に読

み込みます。

テキスト形式の書き出し機能のある表計算ソフトやデータ

ベースソフトで作ったファイルを流用できます。

このコマンドは、複数のプレートを配置した場合のみ有効

です。

コマンドを実行すると[ファイルを開く]ダイアログボックス

が開きます。

ファイルを選び[OK]をクリックすると、[テキスト読み込み

ウィザード]が開きます。[テキスト読み込みウィザード]に表

示されるメッセージに従って作業を進めてください。

 関連項目

文字枠にテキストファイルを読み込む

[ファイル]-[スキャナの選択] コマンド

コンピュータに接続されているスキャナを選びます。

Dr.Engraveは TWAIN_32対応のスキャナに対応しています。

スキャナの接続・スキャナドライバのインストール方法は、

お使いのスキャナの取扱説明書を参照してください。

TWAIN対応ドライバとTWAIN_32対応のドライバが両方イ

ンストールされている場合は、TWAIN_32対応のドライバ

を選びます。

 関連項目

スキャナを使って画像を読み込む

[ファイル]-[スキャナ読み込み] コマンド

スキャナから画像を読み込みます。

読み込まれた画像は、輪郭抽出し図形に変換されます。

このコマンドを実行すると、スキャンするためのソフト

ウェアが起動します。操作方法については、お使いのス

キャナの取扱説明書を参照してください。

 関連項目

スキャナを使って画像を読み込む

[ファイル]-[印刷] コマンド

編集画面に表示されている彫刻データを彫刻機に出力しま

す。

コマンドを実行すると、[印刷]ダイアログボックスが開きま

す。データを出力するには、[プリンタ名]ボックスの下矢印

をクリックし、出力先のドライバをクリックします。

[印刷]ダイアログボックスで、印刷範囲・印刷部数などを設

定します。

加工範囲(材料の大きさ)や加工条件(ツールの速度や深さな

ど)を設定するには、[プロパティ]をクリックします。プロパ

ティの設定については、ドライバのヘルプをご覧ください。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[P]

[ファイル]-[印刷プレビュー] コマンド

印刷をする前に、印刷結果を画面で確認します。

このコマンドを実行すると、オブジェクトの編集画面から

印刷のプレビュー画面に変わります。

プレビュー画面のコマンド

印刷 印刷を行います。[印刷]ダイアログボック

スが開きます。

設定 用紙サイズや余白などの設定を行います。

[ページ設定]ダイアログボックスが開きま

す。

ズームイン 印刷イメージを拡大して表示します。

ズームアウト 印刷イメージを縮小して表示します。

閉じる 印刷のプレビュー画面を閉じます。

[ファイル]-[プリンタの設定] コマンド

ドライバを選択します。

[印刷設定]ダイアログボックスが開きます。データを出力す

るには、[名前]ボックスの下矢印をクリックし、出力先のド

ライバをクリックします。

加工範囲(材料の大きさ)や加工条件(ツールの速度や深さな

ど)の設定をするには、[プロパティ]をクリックします。プロ

パティの設定については、ドライバのヘルプをご覧くださ

い。

ここで設定した内容は、一時的に記憶されます。Dr.Engrave

を終了すると変更内容は消去されます。
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[ファイル]-[環境設定] コマンド

文字入力時の初期フォントや文字の高さ、画面の配色、

ズーム倍率を設定します。

このコマンドを実行すると、[環境設定]ダイアログボックス

が開きます。

[ファイル]-[終了] コマンド

プログラムを終了します。

編集中のファイルの変更内容を保存していないとき、ファ

イルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示され

ます。

 ショートカット：

アプリケーションウィンドウの閉じるボタンをクリックす

る。

[環境設定]ダイアログボックス

(1)

文字列の初期設定か文字枠の初期設定かを選びます。

(2) 文字高

文字の高さの初期値を入力します。

(3)

文字のどの部分の高さを入力するかを選びます。

(4) フォント

文字入力時の初期フォントを設定します。

(5) シート色

彫刻範囲の色を決めます。

選択肢以外の色を指定するときは、[その他]をクリックし

ます。[色の設定]ダイアログボックスが開きます。

(6) 背景色

彫刻範囲の背景の色を決めます。

選択肢以外の色を指定するときは、[その他]をクリックし

ます。[色の設定]ダイアログボックスが開きます。

(7) ズーム倍率

Dr.Engrave起動時のズーム倍率を決めます。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
(6)
(7)
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[編集] メニュー

[編集]-[元に戻す] コマンド

直前の変更作業を取り消し、元に戻します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Z]

[編集]-[やり直し] コマンド
直前の[元に戻す] コマンドを取り消します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Y]

[編集]-[切り取り] コマンド

選択したオブジェクトを削除し、クリップボードにコピー

します。

クリップボードの内容は、別のオブジェクトがクリップ

ボードにコピーされるまで保持されます。クリップボード

の内容を貼り付けるには、[編集]－[貼り付け] コマンドを実

行します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[X]

[編集]-[コピー] コマンド

選択したオブジェクトをクリップボードにコピーします。

クリップボードの内容は、別のオブジェクトがクリップ

ボードにコピーされるまで保持されます。クリップボード

の内容を貼り付けるには、[編集]－[貼り付け] コマンドを実

行します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[C]

 関連項目

オブジェクトの複製

[編集]-[貼り付け] コマンド

クリップボードの内容をコピーして画面に貼り付けます。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[V]

 関連項目

オブジェクトの複製

[編集]-[削除] コマンド

選択したオブジェクトを削除します。

クリップボードにオブジェクトはコピーされません。

 キーボードショートカット： [Delete]

[編集]-[すべて選択] コマンド

画面に表示されている全てのオブジェクトを選択します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[A]



４　コマンド解説

40

[表示] メニュー

[表示]-[ズーム]

-[ズームイン] コマンド

オブジェクトを拡大して表示します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Page Down]

[表示]-[ズーム]

-[ズームアウト] コマンド

オブジェクトを縮小して表示します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Page Up]

[表示]-[ズーム]

-[倍率指定] コマンド

オブジェクトの拡大・縮小表示を倍率で指定します。

このコマンドを実行すると、[拡大率の指定]ダイアログボッ

クスが開きます。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Page Up]

[表示]-[画面フィット] コマンド

オブジェクトを画面いっぱいに拡大または縮小して表示し

ます。

[表示]-[ツールバー] コマンド

ツールバーの表示／非表示を切り替えます。

ツールバーには、[開く ...]や[上書き保存]など Dr.Engraveの

コマンドを実行するためのボタンが用意されています。マ

ウスポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能

が確認できます。

ツールバーを非表示にすると、編集画面の表示領域が広く

なります。

 関連項目

ツールバーのボタン

[拡大率の指定] ダイアログボックス

(1)

画面の表示倍率を百分率で入力します。

1から800までの整数が入力できます。

(2)

このスライダーを上下にドラッグすると、表示倍率が変

わります。

1から800までの整数が入力できます。

(1)

(2)

[表示]-[図形情報表示] コマンド

図形情報バーの表示／非表示を切り替えます。

図形情報バーには、マウスポインタの位置、選択したオブ

ジェクトの中心位置・大きさ・角度・傾きが表示されます。

図形情報バーを非表示にすると、編集画面の表示領域が広

くなります。

[表示]-[ステータスバー] コマンド

ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。

ステータスバーは、コマンドに関するコメントを表示しま

す。操作に慣れないうちは、表示しておくことをお勧めし

ます。

ステータスバーを非表示にすると、オブジェクトの表示領

域が広くなります。

[表示]-[レイアウト情報] コマンド

レイアウト情報バーの表示／非表示を切り替えます。

レイアウト情報バーには、左下に配置したプレートの左下

点(起点)の位置、隣り合うテンプレートとの間隔、現在の表

示ページ、ページ送りの操作ボタンが表示されます。

複数のプレートを配置しているときのみ表示／非表示の切

り替えができます。このとき、図形情報バーは表示されま

せん。

レイアウト情報バーを非表示にすると、編集画面の表示領

域が広くなります。
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[表示]-[ガイド] コマンド

ガイドラインの表示／非表示を切り替えます。

複数のプレートを配置しているときのみ表示／非表示の切

り替えができます。

ガイドラインを使って、

　左下に配置したプレートの左下点(起点)の位置

　隣り合うプレートとの間隔

を、マウス操作で設定することができます。

[表示]-[グリッド] コマンド

グリッドの表示／非表示を切り替えます。

[表示]-[グリッドにスナップ] コマンド

オンにすると、オブジェクトをグリッドに吸着させます。

グリッドに吸着させると、複数のオブジェクトの位置を揃

えたり、オブジェクトの大きさが設定しやすくなります。

インストール直後は、この機能はオフに設定されています。

グリッドの吸着ポイントは、初期状態でオブジェクトの左

下です。

吸着ポイントを変えるには、[Ctrl]キーを押しながらポイント

をクリックします。

吸着ポイントには、オブジェクト周辺の点(8点)と中央が設

定可能です。

[表示]-[グリッドの設定] コマンド

グリッドの間隔、グリッドの表示／非表示、グリッドへの

吸着機能のオン／オフを設定します。

このコマンドを実行すると、[グリッドの設定]ダイアログ

ボックスが開きます。

(1)

水平方向に隣り合うグリッドの間隔を入力します。

インストール直後は、5.0 mm (0.197 inch)に設定されま

す。

設定範囲： 0～100 mm

(0～ 4 inch)

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2)

垂直方向に隣り合うグリッドの間隔を入力します。

インストール直後は、5.0 mm (0.197 inch)に設定されま

す。

設定範囲： 0～100 mm

(0～ 4 inch)

 関連項目

数値の単位を変えるには

(3)

グリッドの表示・非表示を切り替えます。

(4)

オブジェクトのグリッドへの吸着機能をオン／オフにし

ます。

(5)

グリッドが線で表示されます。

(6)

グリッドが点で表示されます。

[グリッドの設定] ダイアログボックス

(1)

(2)

(3)
(4)

(5)
(6)
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[書式] メニュー

[書式]-[フォント] コマンド

文字列のフォントを選びます。

このコマンドを実行すると、[フォントの選択]ダイアログ

ボックスが開きます。

文字入力時のフォントを設定するには、[ファイル]メニュー

の[環境設定]をクリックします。

[フォントの選択] ダイアログボックス

(1)

選択しているフォントを表示します。

フォント一覧からフォントを選ぶと、表示が変わりま

す。

[OK]をクリックすると、ここに表示されているフォント

に設定されます。

(2)

選択可能なフォントを表示します。一覧からフォントを

クリックして選びます。

Windowsに登録されているTrueTypeフォントと独自に

作成した線文字フォントが表示されます。

漢字やひらがななどの日本語には、日本語フォントを指

定してください。欧文フォントを指定すると、文字が正

常に表示されません。

(3)

選択されたフォントの形を表示します。

(1)

(2)

(3)

[書式]-[行揃え] コマンド

文字列を左端で揃えたり、右端で揃えたり、中央で揃え

たり、両端で揃えたりすることができます。

加えて文字枠の場合は、文字枠の上に文字を付けたり、

下に付けたりすることができます。文字枠に文字を均一

に配置させることもできます。

文字列のプロパティまたは文字枠のプロパティでも設

定できます。

[書式]-[行間] コマンド

隣り合う行の間隔を指定します。

選択肢以外の行間を指定するには、[その他]をクリックしま

す。文字列のプロパティまたは文字枠のプロパティが開き

ます。

[書式]-[文字間] コマンド

隣り合う文字の間隔を指定します。

選択肢以外の文字間を指定するには、[その他]をクリックし

ます。文字列のプロパティまたは文字枠のプロパティが開

きます。

[書式]-[スタイル] コマンド

文字列に太字や斜体のスタイルを指定します。

ここで指定できる以外の太さや傾きを設定するには、[その

他]をクリックします。文字列のプロパティまたは文字枠の

プロパティが開きます。

[書式]-[文字列方向] コマンド

選択している文字列の縦書き・横書きを設定します。

[書式]-[線文字] コマンド

選択した文字列を線文字に変換します。

文字の中心線を抽出し、線文字を作ります。

このコマンドを実行すると、[ストロークフォントの選択]ダ

イアログボックスが開きます。

フォントによっては、線文字が横一列に揃わなかったり、

文字のデザイン通りの線分に変換されなかったりすること

があります。そのときは、[書式]－[線文字の編集] コマンド

で線文字を整形してください。

[ストロークフォントの選択] ダイアログボックス

(1) ストロークフォント名

線文字フォントを選びます。

新しい線文字フォントを作るには、このテキストボック

スにフォント名を入力します。

(1)
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[書式]-[線文字の編集] コマンド

線文字を整形します。

線文字編集用のソフトウェア(SFEdit)が開きます。選択した

文字列の最初の文字が編集画面に表示されます。

SFEditの操作方法については、付録の「SFEditの操作方法」

をご覧ください。

[書式]-[プロパティ] コマンド

文字列または文字枠の書式や大きさを数値で変更します。

文字列を選択しているときは文字列のプロパティ、文字枠

を選択しているときは文字枠のプロパティが開きます。



４　コマンド解説

44

[図形] メニュー

[図形]-[プロパティ] コマンド

オブジェクトの形状を数値で変更します。

形状変更のダイアログボックスが開きます。選択している

オブジェクトの種類によって設定内容が異なります。

頂点が3つ以上の多角形(連続直線)を選択すると[多角形の

プロパティ]が開きます。頂点が2つの場合は、[直線のプロ

パティ]が開きます。

テンプレートのプロパティを開くには、テンプレートファ

イルの編集時に何もオブジェクトを選択していない状態で

このコマンドを実行します。

　文字列のプロパティ

　図形のプロパティ

　多角形のプロパティ

　直線のプロパティ

　文字枠のプロパティ

　テンプレートのプロパティ

 キーボードショートカット： [Alt] + [Enter]
　　　(または [GRPH] + [Enter])

(1)

(2)

(3)

(9)

(14)

(4)

(5)

(6)

(7)

(10)

(15)

(16)
(17)

(18)

(19)

(11)

(13)
(12)

[文字列のプロパティ] ダイアログボックス

(1) 文字高

文字の高さを入力します。

設定値は、文字列に含まれるすべての文字に反映されま

す。この数値を変えると、[全高]の値が連動して変わりま

す。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(8)

(2) 全高

文字列全体の高さを入力します。

この数値を変えると、[文字高]の値が連動して変わりま

す。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(3) 全幅

文字列全体の幅を入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(4) 縦横比

文字または図形作成時の縦横比(縦 /横)を１として、比

率で大きさを入力します。

数字を入力すると、高さを変えずに幅が変わります。2

を入力すると幅が 2倍に、0.5を入力すると幅が半分に

なります。

(5) 角度

文字または図形の回転角を入力します。

単位は [゜] です。

マイナスの角度も入力できます。マイナスの角度を入力

すると、オブジェクトが時計方向に回転します。

(6) 字間

隣り合う文字の間隔を入力します。文字の大きさは変わ

りません。

この数値を変えると、[全幅]の値が連動して変わります。

(7) 行間

隣り合う行の間隔を入力します。

(8)

文字の形状を表示します。

(9)

文字のどの部分の高さを入力するかを選びます。

(10) 縦横比を固定入力

高さと幅に数値を入力して大きさを設定するとき、文字

または図形の縦横比が一定に保たれます。

高さ(または幅)に数値を入力すると、幅(または高さ)の

数値が自動的に変わります。

(11) 行揃え

文字列を左端で揃えたり、右端で揃えたり、中央で揃え

たり、両端に揃えたりすることができます。

(12)

選択した文字列を横書きまたは縦書きに変えます。
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(13) 傾き

文字または図形の傾きを入力します。単位は [゜] です。

正の角度を入力すると、オブジェクトは右に倒れます。

マイナスの角度を入力すると、オブジェクトは左に倒れ

ます。

(14) フォント

選択されているフォント名を表示します。

文字列のフォントを変更するときは、下向きの三角形を

クリックします。

(15) 太さ

スライダーをドラッグすると、文字の太さ(ウェイト)が

変わります。

フォントの標準の太さより細くすることはできません。

スライダーの左端が標準の太さ、右端が最大の太さで

す。

(16) 色

文字または図形の線の色を選びます。

[塗りつぶし]をオンにしているときは、塗りの色が変わ

ります。

 関連項目

彫刻の深さを変える

(17) 塗りつぶし

オンにすると、オブジェクト(文字または図形)の内側を

さらうように彫刻します。

ツールの移動経路(ツールパス)は、オブジェクトの輪郭

に沿って作られます。ツールパスの間隔 ,は、[ピッチ]で

設定します。

ツールパスはオブジェクトの内側に作られます。オブ

ジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにしま

す。

(18) 輪郭付

オブジェクトのさらい彫刻が終わった後、オブジェクト

の輪郭線を彫刻します。

(19) ピッチ

塗りつぶしの間隔(隣り合うツールパスの間隔)を設定し

ます。

通常は、彫刻機に取り付けたカッターの刃先径を入力し

ます。さらい彫刻をきれいに仕上げるには、一般に刃先

径より狭い間隔を設定します。

(12)

(13)

(1) 幅

図形の幅を入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2) 角度

文字または図形の回転角を入力します。

単位は [゜] です。

マイナスの角度も入力できます。マイナスの角度を入力

すると、オブジェクトが時計方向に回転します。

(3) ねじり

頂点の位置を変えずに、星形の中心を回転させます。

回転角を入力します。単位は [゜] です。

正の数値を入力すると反時計回りに、マイナスの数値を

入力すると時計回りに回転します。

星形のみ有効です。

[図形のプロパティ]ダイアログボックス

(1)

(2)

(3)

(10)

(4)

(5)

(6)
(7)

(8)
(9)

(11)

(4) 色

文字または図形の線の色を選びます。

[塗りつぶし]をオンにしているときは、塗りの色が変わ

ります。

 関連項目

彫刻の深さを変える

(5) 図形

図形の種類を選びます。

(6) 形

スライダーをドラッグして、図形の形を変えます。

選ばれている図形の種類によって、形の変わり方が異な

ります。 関連項目

数値の単位を変えるには
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(7) 塗りつぶし

オンにすると、オブジェクト(文字または図形)の内側を

さらうように彫刻します。

ツールの移動経路(ツールパス)は、オブジェクトの輪郭

に沿って作られます。ツールパスの間隔 ,は、[ピッチ]で

設定します。

ツールパスはオブジェクトの内側に作られます。オブ

ジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにしま

す。

(8) ピッチ

塗りつぶしの間隔(隣り合うツールパスの間隔)を設定し

ます。

通常は、彫刻機に取り付けたカッターの刃先径を入力し

ます。さらい彫刻をきれいに仕上げるには、一般に刃先

径より狭い間隔を設定します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(9) 輪郭付

オブジェクトのさらい彫刻が終わった後、オブジェクト

の輪郭線を彫刻します。

(10) 高さ

図形の高さを入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(11) 傾き

文字または図形の傾きを入力します。

単位は [゜] です。

正の角度を入力すると、オブジェクトは右に倒れます。

マイナスの角度を入力すると、オブジェクトは左に倒れ

ます

(12) 角丸半径

角の丸い四角形の、角の丸みを入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(13)

図形の形状を表示します。

[多角形のプロパティ]ダイアログボックス

(7)
(8)

(1)

(2)

(3)

(5)

(4)

(6)

(9)

(10)

(1) 幅

図形の幅を入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2) 角度

文字または図形の回転角を入力します。

単位は [゜] です。

マイナスの角度も入力できます。マイナスの角度を入力

すると、オブジェクトが時計方向に回転します。

(3) 縦横比

文字または図形作成時の縦横比(縦 /横)を１として、比

率で大きさを入力します。

数字を入力すると、高さを変えずに幅が変わります。2

を入力すると幅が 2倍に、0.5を入力すると幅が半分に

なります。

(4) 色

文字または図形の線の色を選びます。

[塗りつぶし]をオンにしているときは、塗りの色が変わ

ります。

 関連項目

彫刻の深さを変える

(5) 高さ

図形の高さを入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(6) 傾き

文字または図形の傾きを入力します。

単位は [゜] です。

正の角度を入力すると、オブジェクトは右に倒れます。

マイナスの角度を入力すると、オブジェクトは左に倒れ

ます。

(7) 縦横比を固定入力

高さと幅に数値を入力して大きさを設定するとき、文字

または図形の縦横比が一定に保たれます。

高さ(または幅)に数値を入力すると、幅(または高さ)の

数値が自動的に変わります。
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(8) 塗りつぶし

オンにすると、オブジェクト(文字または図形)の内側を

さらうように彫刻します。

ツールの移動経路(ツールパス)は、オブジェクトの輪郭

に沿って作られます。ツールパスの間隔 ,は、[ピッチ]で

設定します。

ツールパスはオブジェクトの内側に作られます。オブ

ジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにしま

す。

(9) 輪郭付

オブジェクトのさらい彫刻が終わった後、オブジェクト

の輪郭線を彫刻します。

(10) ピッチ

塗りつぶしの間隔(隣り合うツールパスの間隔)を設定し

ます。

通常は、彫刻機に取り付けたカッターの刃先径を入力し

ます。さらい彫刻をきれいに仕上げるには、一般に刃先

径より狭い間隔を設定します。

[直線のプロパティ]ダイアログボックス

(2)(1)
(3)

(1) 始点

直線の始点と原点との距離を入力します。

始点は、直線を作図したときのドラッグ開始点です。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2) 終点

直線の終点と原点との距離を入力します。

終点は、直線を作図したときのドラッグ終了点です。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(3) 色

線の色を選びます。

 関連項目

彫刻の深さを変える

 関連項目

数値の単位を変えるには
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[文字枠のプロパティ] ダイアログボックス

＜文字枠＞ タブ

(1)

文字枠内の文字列の配置を表示します。

(2)

文字列を右揃えに配置します。

(1)
(2)
(3)
(4)

(5) (6) (7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(3)

文字列を横方向の中央に配置します。

[横書き]がオンのときは、両端揃えと均等揃えが設定で

きます。ボタンをクリックすると順次切り替わります。

両端揃えまたは均等揃えに設定したとき、[文字列]タブの

[全幅]と[字間]は入力できません。

(4)

文字列を左揃えに配置します。

(5)

文字列を上揃えに配置します。

(6)

文字列を縦方向の中央に配置します。

[縦書き]がオンのときは、両端揃えと均等揃えが設定で

きます。ボタンをクリックすると順次切り替わります。

両端揃えまたは均等揃えに設定したとき、[文字列]タブの

[全高]と[字間]は入力できません。

(7)

文字列を下揃えに配置します。

(8) 位置

彫刻範囲の左下点から文字枠の左下点までの距離を入力

します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(9) 大きさ

文字枠のサイズを入力します。

(10)

ドラッグすると文字枠が回転します。

(11)

文字枠の回転角度を入力します。

単位は [゜] です。

正の数値を入力すると反時計回りに、マイナスの数値を

入力すると時計回りに回転します。
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＜文字列＞ タブ

(1)
(2)
(3)

(9)

(10)
(4)
(5)

(6) (15)
(16)

(17)

(1) 全高

文字列全体の高さを入力します。

この数値を変えると、[文字高]の値が連動して変わりま

す。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2) 全幅

文字列全体の幅を入力します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(3) 縦横比

文字または図形作成時の縦横比(縦 /横)を１として、比

率で大きさを入力します。

数字を入力すると、高さを変えずに幅が変わります。2

を入力すると幅が 2倍に、0.5を入力すると幅が半分に

なります。

(4) 字間

隣り合う文字の間隔を入力します。文字の大きさは変わ

りません。

この数値を変えると、[全幅]の値が連動して変わります。

(5) 行間

隣り合う行の間隔を入力します。

(6)

文字の形状を表示します。

(7) 傾き

文字または図形の傾きを入力します。

単位は [゜] です。

正の角度を入力すると、オブジェクトは右に倒れます。

マイナスの角度を入力すると、オブジェクトは左に倒れ

ます

(8) 文字高

文字の高さを入力します。

設定値は、文字列に含まれるすべての文字に反映されま

す。この数値を変えると、[全高]の値が連動して変わりま

す。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(9)

文字のどの部分の高さを入力するかを選びます。

(10) 縦横比を固定入力

高さと幅に数値を入力して大きさを設定するとき、文字

または図形の縦横比が一定に保たれます。

高さ(または幅)に数値を入力すると、幅(または高さ)の

数値が自動的に変わります。

(11) フォント

選択されているフォント名を表示します。

文字列のフォントを変更するときは、下向きの三角形を

クリックします。

(12) 太さ

スライダーをドラッグすると、文字の太さ(ウェイト)が

変わります。

フォントの標準の太さより細くすることはできません。

スライダーの左端が標準の太さ、右端が最大の太さで

す。

(13) 色

文字または図形の線の色を選びます。

[塗りつぶし]をオンにしているときは、塗りの色が変わ

ります。

 関連項目

彫刻の深さを変える

(7)(8)

(11)
(12)
(13)
(14)

(12) 連番付け

文字枠に数字を自動入力します。

初まりの数字を[初期値]に、数の増加分を[増分]に入力

します。[初期値]には、数字の前に 0 (ゼロ) を挿入するこ

ともできます。

図のように、左下から右上に向かってナンバリングされ

ます。

※[初期値]=1、[増分]=1 の場合
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[テンプレートのプロパティ]ダイアログボックス

(1) 大きさ

テンプレートのサイズを入力します。

(1)

[図形]-[塗りつぶし] コマンド

図形または文字の内部をさらい彫刻します。

オブジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにし

ます。[輪郭付]がオフのとき、塗りつぶししたオブジェクト

の輪郭線はグレーで表示されます。

このコマンドを実行すると、[塗りつぶしの設定]ダイアログ

ボックスが開きます。

結合した多角形に塗りつぶしを指定すると、図のように内

側と外側の間をさらい加工できます。

 関連項目

[図形]－[多角形の結合] コマンド

[塗りつぶし設定] ダイアログボックス

(1) ピッチ

塗りつぶしの間隔(隣り合うツールパスの間隔)を設定し

ます。

通常は、彫刻機に取り付けたカッターの刃先径を入力し

ます。さらい彫刻をきれいに仕上げるには、一般に刃先

径より狭い間隔を設定します。

(1)

(2)

(3)

(4)

(2) 色

塗りつぶしの線の色を選びます。

 関連項目

彫刻の深さを変える

 関連項目

数値の単位を変えるには

(14)

選択した文字列を横書きまたは縦書きに変えます。

(15) 塗りつぶし

オンにすると、オブジェクト(文字または図形)の内側を

さらうように彫刻します。

ツールの移動経路(ツールパス)は、オブジェクトの輪郭

に沿って作られます。ツールパスの間隔 ,は、[ピッチ]で

設定します。

ツールパスはオブジェクトの内側に作られます。オブ

ジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにしま

す。

(16) 輪郭付

オブジェクトのさらい彫刻が終わった後、オブジェクト

の輪郭線を彫刻します。

(17) ピッチ

塗りつぶしの間隔(隣り合うツールパスの間隔)を設定し

ます。

通常は、彫刻機に取り付けたカッターの刃先径を入力し

ます。さらい彫刻をきれいに仕上げるには、一般に刃先

径より狭い間隔を設定します。

 関連項目

数値の単位を変えるには
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[図形]-[左右反転] コマンド

オブジェクトの左右を反転させ、鏡像を作成します。

[図形]-[多角形に変換] コマンド

多角形(連続直線)以外のオブジェクトを多角形の属性に変換

します。

多角形に変換したオブジェクトは頂点の編集ができます。

一旦多角形に変換したオブジェクトを元の属性 (文字列、四

角、角丸四角、円・楕円、星形) に戻すことはできません。

[図形]-[多角形の結合] コマンド

複数の多角形(連続直線)をまとめ1つの多角形にします。

結合前のオブジェクトの配置を保ったまま、移動したり大

きさを変えたりすることができます。結合した多角形は、

通常の多角形と同様に頂点の編集ができます。

結合した多角形に塗りつぶしを指定すると、図のように内

側と外側の間をさらい加工できます。

(3) 塗りつぶし

オンにすると、オブジェクト(文字または図形)の内側を

さらうように彫刻します。

ツールの移動経路(ツールパス)は、オブジェクトの輪郭

に沿って作られます。ツールパスの間隔 ,は、[ピッチ]で

設定します。

ツールパスはオブジェクトの内側に作られます。オブ

ジェクトの輪郭線を彫刻するには、[輪郭付]をオンにしま

す。

(4) 輪郭付

オブジェクトのさらい彫刻が終わった後、オブジェクト

の輪郭線を彫刻します。

[図形]-[移動] コマンド

オブジェクトの位置を原点からの距離で指定します。

このコマンドを実行すると、[図形の移動]ダイアログボック

スが開きます。

[図形の移動]ダイアログボックス

(1)

オブジェクトのどの部分の位置を指定するか選びます。

(1)
(2)

複数のオブジェクトを選んでいるときは、全てのオブ

ジェクトを包括する四角形を表します。

(2) 縦、横

オブジェクトの位置を原点からの距離で指定します。

※オブジェクトの中心を指定ポイントにしている場合

 関連項目

数値の単位を変えるには
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[図形]-[頂点の削除] コマンド

選択した頂点を削除します。

 キーボードショートカット： [Delete] (または [DEL])

 関連項目

多角形の頂点を削除する

[図形]-[頂点の接続] コマンド

開いた多角形(連続直線)の端点を直線で結びます。

頂点を接続するには、開いた多角形の端点を2つ選びこの

コマンドを実行します。

別の多角形(連続直線)の端点を接続するには ...

1. 目的の多角形を選択する。

2. [図形]メニューの[多角形の結合]をクリックする。

3. 端点を2つ選択する。

4. [図形]メニューの[頂点の接続]をクリックする。

 キーボードショートカット： [Alt] + [Insert]
(または [GRPH] + [INS])

[図形]-[近い頂点へスナップ] コマンド

選択した頂点を、最も近い頂点に重ねます。

別の多角形(連続直線)の頂点にスナップさせるには ...

1. 目的の多角形を選択する。

2. [図形]メニューの[多角形の結合]をクリックする。

3. スナップする頂点を選択する。

4. [図形]メニューの[近い頂点へスナップ]をクリックする。

[図形]-[多角形の分解] コマンド

多角形を個々の部品に分割します。

[図形]-[頂点の挿入] コマンド

指定した場所に頂点を追加します。

 キーボードショートカット： [Insert] (または [INS])

 関連項目

多角形の頂点を追加する

[図形]-[頂点の切断] コマンド

指定した場所で多角形(連続直線)を切断します。

切断ポイントを指定するには、多角形の線分または頂点を

クリックします。

 キーボードショートカット： [Alt] + [Delete]
(または [GRPH] + [DEL])
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[図形]-[シンボル登録] コマンド

Dr.Engraveのオブジェクトをシンボルに登録します。

このコマンドを実行すると、[シンボルの登録]ダイアログ

ボックスが開きます。

(1)

シンボルの登録先のグループを選択します。クリックす

ると既存のグループ名が一覧で表示されます。新しいグ

ループを追加するには、[新規グループ]ボタンをクリック

します。

(2)

選択したオブジェクトのシンボル名を入力します。

(3)

選択したオブジェクトがシンボルとして登録されます。

(4)

シンボルの新しいグループを追加します。[グループの新

規作成]ダイアログボックスが開きます。そのダイアロ

グボックスでグループ名を入力します。

[シンボルの登録]ダイアログボックス

(1)

(2)

(3) (4)

[図形]-[シンボルの挿入] コマンド

編集中のファイルにシンボルを追加します。

このコマンドを実行すると[シンボルの挿入]ダイアログボッ

クスが開きます。

[シンボルの挿入]ダイアログボックス

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(1)

グループ名が表示されます。タブをクリックしグループ

を選択します。

(2)

選択したシンボルの名称が表示されます。シンボル名を

入力すると、指定したシンボルが選択されます。

(3)

シンボル名の一覧が表示されます。シンボル名をクリッ

クして選択します。

(4)

選択されたシンボルを削除します。

(5)

現在選択されているグループの名前を変更します。

[グループ名の変更]ダイアログボックスが開きます。そ

のダイアログボックスでグループ名を入力します。

(6)

現在選択されているグループを削除します。グループに

登録されているシンボルも全て削除されます。

(7)

選択したシンボルを編集中のファイルに追加します。

(8)

シンボルの形状の一覧が表示されます。シンボルをク

リックして選択します。
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[配置] メニュー

[配置]-[レイアウトの設定] コマンド

開いたテンプレートを領域内に複数枚配置します。

編集中のテンプレートファイルを配置する場合は、このコ

マンドを実行する前にファイルを保存してください。プ

レートの配置モードに移行した後で、テンプレートファイ

ルの保存はできません。

このコマンドを実行すると、[レイアウトの設定]ダイアログ

ボックスが開きます。

[配置]-[テンプレートの編集] コマンド

読み込んだテンプレートの内容を変更します。

このコマンドを実行すると、テンプレートの編集画面に切

り替わります。変更内容は、配置されたプレートに反映さ

れます。ただし、参照元のテンプレートファイルは変更さ

れません。

プレートの配置画面に戻すには、[レイアウトに戻る] コマン

ドを実行します。

[配置]-[レイアウトに戻る] コマンド

[テンプレートファイルの編集] コマンドでテンプレートの

編集を行っているとき、プレートの配置画面に戻ります。

[レイアウトの設定]ダイアログボックス

(1)

(2)

(3) (4)

(5)

 関連項目

数値の単位を変えるには

(2) 間隔

隣り合うプレートの間隔を設定します。

 関連項目

数値の単位を変えるには

(3) 個数

テンプレートの配置枚数を入力します。

(1) 起点

ページ内の左下に配置されたプレートの左下点の位置を

入力します。

Dr.Engraveの原点からの距離を入力します。

(4) Vカット

プレートの輪郭に切り込みを入れます。

1枚のプレートに複数枚のプレートを彫刻し、彫刻後に

Vカットのラインに沿って切り離すことができます。

彫刻後のプレートサイズは、Vカットの幅だけ小さくな

ります。できあがりのプレートサイズを確保するには、

あらかじめ Vカットの幅を加えたプレートサイズを指定

しておきます。Vカットの幅は、カッターの刃先形状と

切り込みの深さによって異なります。

Vカットの切り込みの深さを設定するには、線の色を設

定します。

オンにすると、プレートの間隔は 0 (ゼロ) に設定されま

す。

 関連項目

一枚のプレートを分割して複数のプレートを作る

彫刻の深さを変える

(5) 色

Vカットする線の色を選びます。

色は、切り込みの深さを表します。各色の深さは、彫刻

機のドライバで設定することができます。設定方法につ

いては、ドライバのヘルプをご覧ください。

 関連項目

彫刻の深さを変える

[配置]-[前面に移動] コマンド

オブジェクトの前後関係を変えます。

選択したオブジェクトを前面に配置します。

 キーボードショートカット： [Shift] + [Page Up]
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[ヘルプ] メニュー

[ヘルプ]-[目次] コマンド

Dr.Engrave のヘルプの目次を表示します。

[ヘルプ]-[バージョン情報] コマンド

Dr.Engrave のバージョン情報や著作権を表示します。

[配置]-[位置合わせ] コマンド

選択されている全てのオブジェクトの中心位置を合わせま

す。

[Shift]キーを押しながらオブジェクトを複数選択した場合

は、最後に選択したオブジェクトに重なります。ドラッグ

による範囲選択で複数のオブジェクトを選択した場合は、

最も前面に配置されているオブジェクトに重なります。

 関連項目

オブジェクトの位置を中心点で揃える

[配置]-[後面に移動] コマンド

オブジェクトの前後関係を変えます。

選択したオブジェクトを背面に配置します。

 キーボードショートカット： [Shift] + [Page Down]



5
こんなときは ...



５　こんなときは ...

57

Dr.Engraveが動作しない

お使いのコンピュータはDr.Engrave

の動作環境に合っていますか？

Dr.Engrave の動作環境に合ったコンピュータをお使いくだ

さい。

セットアッププログラムを使ってイン

ストールを行いましたか？

Dr.Engrave のインストールは、必ずセットアッププログラ

ムを使って行ってください。

セットアッププログラムは、Dr.Engraveのファイルを適切

な場所に配置し、Windows で使用可能にします。

彫刻機が動かない

プリンタドライバのポート選択は正し

いですか？

データの出力ポートは、プリンタドライバーで設定します。

ドライバーのプロパティを開き、[詳細]タブの[印刷先のポー

ト]を確認してください。

ケーブルが接続されていますか？

コンピュータと彫刻機の電源をオフにし、パラレルケーブ

ル(プリンタケーブル)またはシリアル(RS-232C)ケーブルを

接続してください。

ケーブルの種類は正しいですか？

接続ケーブルは、コンピュータの機種によって異なります。

コンピュータの機種にあった正しいケーブルで接続してく

ださい。

接続ケーブルの抜き差しは、コンピュータと彫刻機の電源

をオフにしてから行ってください。

エラーメッセージ一覧

「指定フォント @@@ がみつかりませ

ん。」

開こうとしているDr.Engraveのファイルに、Windowsに登

録されていないフォントが含まれています。このとき、代

用するフォントの一覧が表示されます。

フォント環境の異なる機種で作ったファイルか、Windows

からフォントが削除された可能性があります。元のイメー

ジを再現するには、フォントをインストールしてください。

「メモリが足りません。」

何らかの処理中にメモり不足が発生した場合、他のアプリ

ケーションを終了するか、Windowsをリスタートしてくだ

さい。

それでもメモリ不足が表示されるときは、ハードディスク

の残り容量を確認してください。通常Windowsはハード

ディスクを仮想メモリとして使用するため、残り容量が少

ないとエラーが表示されることがあります。この場合、不

必要なファイルを削除するか、他のディスクに移動するか

して残り容量を増やしてみてください。

上記の処置を行ってもメモリ不足が表示される場合は、コ

ンピュータのメモリ増設をお奨めします。

「アウトラインが生成できませんでし

た。」

スキャナで取り込んだ画像、もしくは、[インポート] コマン

ドで読み込んだWindows Bitmap形式の画像の濃度が薄いた

め、アウトラインを抽出することができません。画像デー

タの濃度を調整してください。

 関連項目

スキャナを使って画像を読み込む

既存の画像ファイルを読み込む

こんなときは ...
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「ベースフォント @@@@ が見つかり

ません。代わりのフォントを選ぶか、

終了してフォントをインストールして

ください。」

開こうとしている線文字フォントのファイルに、Windows

に登録されていないベースフォントが設定されています。

フォント環境の異なる機種で作ったファイルか、Windows

からフォントが削除された可能性があります。

[終了]をクリックしWindowsにフォントをインストールす

るか、[代用]をクリックしてベースフォントの設定を変更し

てください。

[代用]をクリックした場合、既存の線文字は再生成されずに

残ります。ただし、フォント代用以降は代用したフォント

をデザイン元にした線文字が作られます。

その他

線文字が横一列に揃わない

線文字を横書きで入力したとき、文字が横一列に揃わない

ことがあります。

これは、ベースラインと文字との間隔が文字によって異

なっているためです。文字を横書きにしたとき、隣り合う

文字のベースラインが段差のない水平線となるように並べ

られます。

文字の中心線を抽出して線文字に変換するため、図のよう

にベースラインと文字との間隔が均一にならないことがあ

ります。

このようなときには、ベースラインと文字との間隔が均一

になるように文字を整形してください。

「予期しないファイル形式です。」

[開く] コマンドで開こうとしたファイル、[インポート] コマ

ンドで読み込んだファイル、[テキスト読み込み] コマンドで

読み込んだファイルが、Dr.Engraveで認識されないファイ

ル形式です。Dr.Engraveが認識できるファイル形式を使用

してください。

＜読み込み可能なファイル形式＞

Windows Bitmap形式

：拡張子 *.bmp ([インポート] コマンドのみ)

CSV形式

：拡張子 *.csv ([テキスト読み込み] コマンドのみ)

テキスト形式

：拡張子 *.txt ([テキスト読み込み] コマンドのみ)

Dr.Engraveドキュメント形式

：拡張子 *.ded ([開く] コマンドのみ)

Dr.Engraveテンプレート形式

：拡張子 *.det ([開く] コマンドのみ)
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線文字がデザイン元のフォントと異な

る

文字を線文字に変換したとき、うまく変換されないことが

あります。

主に次の原因が考えられます。

  ・文字を構成する線の太さが均一ではない

このようなときには、[書式]－[線文字の編集] コマンドで文

字を整形してください。

  ・ 文字が太すぎて、線の延びる方向の判別が困難

  ・はね・おさえ・はらいなど、線の途中で形が変わる



*
付録
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1 画面の名前と働き

(1) タイトルバー

ファイル名、ベースフォントの名前、プログラム名が表示

されます。

ドラッグするとウィンドウの場所を移動することができま

す。

(2) メニューバー

SFEditのさまざまなコマンドを実行します。

(3) ツールバー

ツールバーには、[開く ...]や[上書き保存]など SFEdit のコマ

ンドを実行するためのボタンが用意されています。マウス

ポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能が確

認できます。

(4)

文字を納めている枠です。

枠の大きさは、ベースフォントの種類や文字によって異な

ります。通常、枠の内部に収まるように文字を作ります。

(5) ベースフォントの文字

線文字編集の下絵として表示されます。

ベースフォントは、線文字フォントのデザイン元のフォン

トです。

ベースフォントの文字を表示させないようにするには、[表

示]－[ベースフォント]をオフにします。

(6) 線文字

すべての線文字は、連続した直線と直線(単線)の組み合わせ

でできています。

頂点の追加や削除、線分の追加などの編集ができます。

(7) ベースライン

文字列を横に並べるときの基準線です。

文字を横書きにしたとき、隣り合う文字のベースラインが

段差のない水平線となるように並べられます。

(8) ポップアップメニュー

編集エリア内でマウスの右ボタンをクリックすると、メ

ニューが表示されます。

(9) 

この付近にマウスポインタを合わせると、ポインタの形が

斜めの矢印に変わります。ドラッグするとウィンドウのサ

イズを変更することができます。

(10) 閉じるボタン

プログラムを終了します。

編集中のファイルの変更内容を保存していないと、ファイ

ルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示されま

す。

(11) 最大化ボタン

ウィンドウが最大化され、画面いっぱいに表示されます。

(12) 最小化ボタン

ウィンドウが最小化され、タスクバーのボタンになります。

SFEditの操作方法

(1)

(3)
(2)

(4)

(5)

(7)

(6)

(9)(8)

(12) (11)
(10)
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Step1: 文字を選ぶ

整形する文字を選びます。

選んだ文字は SFEdit の編集画面に表示され、頂点の位置を

移動させたり、線分を追加したりすることができます。

1. ツールバーの文字入力ボックスをクリックし、文字列を

入力します。

既に文字列が入力されているときは、手順 2 へ進みま

す。

2.  または  ボタンをクリックします。
反転表示されている文字が現在選択されている文字で

す。反転場所をこのボタンで移動し、文字を選択しま

す。

日本語を入力する
SFEditに日本語を入力するには、Windowsに登録された日

本語入力システムを利用します。(SFEdit に日本語入力シス

テムは含まれません。)

日本語入力システムがインストールされているとき、次の

キー操作で日本語を入力することができます。

DOS/V機 , PC98-NXシリーズ：

[Alt]キーを押しながら[半角／全角]キーを押す

PC-9800シリーズ：

[Ctrl]キーを押しながら[XFER]キーを押す

日本語の入力方法や変換方法については、お使いの日本語

入力システムの取扱説明書を参照してください。

Step2: 文字を整形する

SFEdit の編集機能を使って、文字を整形します。

ここでは、「頂点の移動」、「頂点の追加」、「頂点の削除」に

ついて解説します。その他の編集機能については、コマン

ド解説をご覧ください。

頂点の移動

1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 頂点(■)をドラッグします。

※ 複数の頂点を選択するには、[Shift]キーを押しながら頂点

(■)をクリックします。または、頂点を囲むようにド

ラッグします。頂点を移動するには、選択された頂点

(  )のどれか一つをドラッグします。

頂点の追加

1.   ボタンをクリックします。

2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 線上にマウスポインタを移動し、クリックします。

頂点の追加場所(  )が表示されます。

4. [図形]メニューの[頂点の挿入]をクリックします。

線上でダブルクリックし、頂点を追加することもできま

す。

2 操作手順
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頂点の削除

1.   ボタンをクリックします。

2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 頂点をクリックします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

複数の頂点を削除するには、[Shift]キーを押しながら頂点

(■)をクリックします。または、頂点を囲むようにド

ラッグします。

4. [図形]メニューの[頂点の削除]をクリックします。

 関連項目

基本操作

Step3: ファイルを保存する

整形した文字をファイルに保存します。

ファイルを保存すると、このファイルを参照している文字

列に変更結果が反映されます。

1.   ボタンをクリックします。

[名前を付けて保存]ダイアログボックスが開きます。既

存のファイルを編集している場合、ダイアログボックス

は表示されません。

2. ファイル名を入力し、[保存]ボタンをクリックします。
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頂点を選択する
1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 頂点をクリックします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

複数の頂点を選択する
1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. [Shift]キーを押しながら、選択したい頂点(■)をすべて

クリックします。または、頂点を囲むようにドラッグし

ます。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

連続直線(または直線)に含まれる全ての頂点を選択する

には、[Ctrl]キーを押しながら頂点をクリックします。

頂点の選択を解除する
1.  ボタンをクリックします。
2. 選択されている頂点以外の場所をクリックします。

頂点を水平・垂直に移動する
1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. [Shit]キーを押したまま、頂点(■)を上下左右にドラッグ

します。

3 基本操作

頂点が選ばれているときに[Tab]キーを押すと、別の頂

点が選択されます。頂点の選択順を逆にするには、[Shift]

キーを押しながら[Tab]キーを押します。
頂点を追加する
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 線の上にマウスポインタを移動し、クリックします。

頂点の追加場所(  )が表示されます。

4. [図形]メニューの[頂点の挿入]をクリックします。

線の上でダブルクリックし、頂点を追加することもでき

ます。



付録

65

頂点を削除する
1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線(または直線)をクリックします。

3. 頂点をクリックします。

選択された頂点が枠付きの四角形(  )に変わります。

複数の頂点を削除するには、[Shift]キーを押しながら頂点

(■)をクリックします。または、頂点を囲むようにド

ラッグします。

4. [図形]メニューの[頂点の削除]をクリックします。

連続直線(または直線)を選択

する
1.  ボタンをクリックします。
2. 選択する連続直線(または直線)の上にマウスを移動し、

クリックします。

3. 選択された連続直線(または直線)の周りに■と▲のマー

クが表示されます。

連続直線(または直線)が選ばれているときに[Ctrl]キーを

押しながら[Tab]キーを押すと、別の連続直線(または直

線)が選択されます。連続直線(または直線)の選択順を逆

にするには、[Shift]キーを押しながら[Ctrl]キーと[Tab]

キーを押します。

複数の連続直線(または直線)

を選択する
1.  ボタンをクリックします。
2. [Shit]キーを押しながら、選択したい連続直線(または直

線)をすべてクリックします。または、選択したい連続

直線(または直線)全体を囲むようにドラッグします。

連続直線(または直線)の選択

を解除する
1.  ボタンをクリックします。
2. 選択されている連続直線(または直線)以外の場所をク

リックします。

連続直線(または直線)を水

平・垂直に移動する
1.   ボタンをクリックします。

2. 連続直線(または直線)をクリックして選択します。

3. [Shift]キーを押したまま、連続直線(または直線)を上下

左右にドラッグします。
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左右の三角のポイント(▲)をドラッグすると、水平方向

にサイズを変更できます。

上下の三角のポイント(▲)をドラッグすると、垂直方向

にサイズを変更できます。

連続直線(または直線)を作図

する
1.   ボタンをクリックします。

2. 頂点をクリックして、連続直線(または直線)を作図しま

す。

3. 連続直線の作成を終了するときは、終点でダブルクリッ

クします。

直線を作成するには、2つ目の頂点でダブルクリックし

ます。

連続直線を大きくする／小さ

くする
1.  ボタンをクリックします。
2. 連続直線をクリックして選択します。

3. 連続直線の周りに表示されているポイント(■や▲)をド

ラッグし、大きさを変えます。

四角のポイント(■)をドラッグすると、サイズを自由に

変更できます。

[Shift]キーを押しながらドラッグすると、縦横比を保っ

たままサイズを変更できます。
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ツールバーのボタン

ツールバーには、[開く...] や [上書き保存]  など SFEditのコ

マンドを実行するためのボタンが用意されています。マウ

スポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能が

確認できます。

ツールバーに用意されているボタンは、次の通りです。

(1) 文字入力ボックス

編集したい文字を入力します。

左右の矢印ボタンをクリックするか、文字をダブルクリッ

クして文字を選択します。登録済みの線文字を編集または

閲覧するには、[図形]メニューの[文字一覧] をクリックしま

す。

(2) 矢印ボタン

文字入力ボックスの文字列から編集したい文字を選びます。

文字入力ボックスの反転表示されている文字が現在選択さ

れている文字です。反転場所をこのボタンで移動し、文字

を選択します。

頂点の位置を移動し、連続直線(または直線)の形を

変えます。

このボタンをクリックし、連続直線(または直線)の

上に重ねてクリックすると、頂点(■)が表示されま

す。線の上をダブルクリックすると、頂点が追加さ

れます。

四角形のポインタ(■)をドラッグすると、頂点の位

置が変わります。線または頂点の近くに頂点をド

ラッグすると、線または頂点に吸着します。吸着さ

せないためには、[Ctrl]キーを押しながらドラッグし

ます。開いた多角形の端点どうしを吸着させると、

閉じた多角形になります。

頂点が選ばれているときに[Tab]キーを押すと、別の

頂点が選択されます。頂点の選択順を逆にするには、

[Shift]キーを押しながら[Tab]キーを押します。

4 コマンド解説

線文字を拡大または縮小して表示します。

マウスの左ボタンをクリックすると、クリックした

点を中心に表示が大きくなります。ドラッグすると

拡大する範囲が指定できます。

右ボタンをクリックすると、縮小表示されます。

(1)

(2)

連続直線(または直線)を選択します。

連続直線(または直線)を選択するには、マウスポイ

ンタを連続直線(または直線)の上に重ねてクリック

します。

連続直線(または直線)が選ばれているときに[Ctrl]

キーを押しながら[Tab]キーを押すと、別の連続直線

(または直線)が選択されます。連続直線(または直

線)の選択順を逆にするには、[Shift]キーを押しなが

ら[Ctrl]キーと[Tab]キーを押します。

頂点をクリックし、連続直線(または直線)を作成し

ます。

作成を終了するときは、終点でダブルクリックしま

す。作成途中で右クリックまたは[Esc]キーを押すと、

頂点が削除されます。

直線を作成するには、2つ目の頂点(終点)でダブルク

リックします。

このボタンをクリックすると、マウスポインタが図

形描画ツール(  )に変わります。

既存のファイルを開きます。

このコマンドを実行すると、[開く]ダイアログボック

スが開きます。

現在の名前でファイルを保存します。

線文字を画面いっぱいに拡大または縮小して表示し

ます。

直前の変更作業を取り消し、元に戻します。

直前の[元に戻す]コマンドを取り消します。
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[ファイル]メニュー

[ファイル] - [新規作成] コマンド

新しい線文字フォントを作成します。

線文字フォントのデザイン元となるフォント(ベースフォン

ト)を選択するダイアログボックスが表示されます。編集中

のファイルの変更内容を保存していないと、ファイルを保

存するかどうかを確認するウィンドウが表示されます。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[N]

[ベースフォントの選択] ダイアログ

ボックス

(1)

現在選択されているフォントが表示されます。

フォントを選ぶには、一覧の中のフォント名をクリック

するか、フォント名を入力します。

(2)

選択可能なフォントが表示されます。フォントをクリッ

クして選びます。

Windowsに登録されているTrueTypeフォントのみが表

示されます。

漢字やひらがななどの文字を線文字にするには、和文

フォントを指定してください。欧文フォントを指定する

と、文字が正常に表示されません。

(3)

選択されたフォントの形を表示します。

 [ファイル] - [開く] コマンド

既存のファイルを開きます。

このコマンドを実行すると、[開く]ダイアログボックスが開

きます。

編集中のファイルの変更内容を保存していないと、ファイル

を保存するかどうかを確認するウィンドウが表示されます。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[O]

[開く] ダイアログボックス

(1)

 ファイルが保存されている場所を選びます。

(2)

[ファイルの場所]に収納されているフォルダやファイル

が表示されます。

ファイルをダブルクリックすると、そのファイルを開き

ます。フォルダをダブルクリックすると、そのフォルダ

の中身が表示されます。

(3)

ファイル名を入力します。

(4)

ファイルの種類を設定します。

ファイルの一覧には、選んだ拡張子を持つファイルのみ

が表示されます。すべてのファイルを表示させるとき

は、[すべてのファイル(*.*)]を選びます。

(5) 開く ボタン

ファイル一覧でファイルが選択されているとき、ファイ

ルを開きます。

(6) キャンセル ボタン

このダイアログボックスを閉じます。

(3)(2)

(1)
(1)(2)

(5) (6)(4)(3)
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 [ファイル] - [上書き保存] コマンド

現在の名前でファイルを保存します。

ファイル名と保存場所を変更して保存するには、[名前を付

けて保存 ...] コマンドを使います。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[S]

[ファイル] - [名前を付けて保存]

コマンド

ファイルの名前を変えて保存します。

このコマンドを実行すると、[名前を付けて保存]ダイアログ

ボックスが開きます。

Windows 95 のロングファイルネームに対応しています。

拡張子は、「.rsf」としてください。

[名前を付けて保存] ダイアログボックス

(1)

ファイルを保存する場所を選びます。

作成した線文字フォントを Dr.Engrave で選択できるよう

にするには、[Rsf]フォルダにファイルを保存します。

(2)

[保存する場所]に収納されているフォルダやファイルが

表示されます。

フォルダをダブルクリックすると、そのフォルダの中身

が表示されます。

(3)

保存するファイル名を入力します。

[ファイルの種類]で設定した拡張子が付きます。

[ファイル] - [終了] コマンド

プログラムを終了します。

編集中のファイルの変更内容を保存していないとき、ファ

イルを保存するかどうかを確認するウィンドウが表示され

ます。

 キーボードショートカット：

(1)(2)

(3) (4) (5) (6)

(4)

保存するファイルの拡張子を設定します。

拡張子は、Windowsがどのアプリケーションで作成した

ファイルかを識別するための目印です。SFEdit のファイ

ルの拡張子は、「.rsf」です。通常は、[Roland Stroke Font

(*.rsf)]に設定します。

(5) 保存 ボタン

[保存する場所]に、ファイルを保存します。

(6) キャンセル ボタン

このダイアログボックスを閉じます。

アプリケーションウィ

ンドウの閉じるボタン

をクリックする。
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 [編集] - [元に戻す] コマンド

直前の変更作業を取り消し、元に戻します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Z]

 [編集] - [やり直し] コマンド

直前の[元に戻す]コマンドを取り消します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Y]

[編集]メニュー

[編集] - [切り取り] コマンド

選択した連続直線(または直線)を削除し、クリップボードに

コピーします。

クリップボードの内容は、別の連続直線(または直線)がク

リップボードにコピーされるまで保持されます。クリップ

ボードの内容を貼り付けるには、[編集]－[貼り付け]コマン

ドを実行します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[X]

[編集] - [コピー] コマンド

選択した連続直線(または直線)をクリップボードにコピーし

ます。

クリップボードの内容は、別の連続直線(または直線)がク

リップボードにコピーされるまで保持されます。クリップ

ボードの内容を貼り付けるには、[編集]－[貼り付け]コマン

ドを実行します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[C]

[編集] - [貼り付け] コマンド

クリップボードの内容をコピーして画面に貼り付けます。

SFEditの連続直線(または直線)のみ貼り付けができます。他

のアプリケーションで作成した図形を、クリップボードを

介して貼り付けることはできません。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[V]

[編集] - [削除] コマンド

選択した連続直線(または直線)を削除します。

クリップボードにコピーされません。

 キーボードショートカット： [Backspace]

[編集] - [すべて選択] コマンド

画面に表示されている全ての連続直線(または直線)を選択し

ます。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[A]
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[表示]メニュー

 [表示] - [ズームイン] コマンド

線文字を拡大して表示します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Page Down]

[表示] - [ツールバー] コマンド

ツールバーの表示／非表示を切り替えます。

ツールバーには、[開く ...]や[上書き保存]など SFEditのコマ

ンドを実行するためのボタンが用意されています。マウス

ポインタをボタンの上に重ねると、そのボタンの機能が確

認できます。

ツールバーを非表示にすると、編集画面の表示領域が広く

なります。

 関連項目

ツールバーのボタン

[表示] - [ベースフォント] コマンド

ベースフォントの表示／非表示を切り替えます。

[表示] - [グリッド] コマンド

グリッドの表示／非表示を切り替えます。

グリッド間隔の初期値は、水平方向・垂直方向ともに 50 で

す。単位はありません。

画面の拡大率およびグリッドの間隔によってグリッドが表

示されない場合があります。

[表示] - [グリッドにスナップ] コマンド

オンにすると、連続直線(または直線)およびその頂点をグ

リッドに吸着させます。

グリッドに吸着させると、連続直線(または直線)の位置や頂

点の位置を揃えやすくなります。

インストール直後は、この機能はオフに設定されています。

[表示] - [ズームアウト] コマンド

線文字を縮小して表示します。

 キーボードショートカット： [Ctrl]+[Page Up]

[表示] - [グリッドの設定] コマンド

グリッドの間隔、グリッドの表示／非表示、グリッドへの

吸着機能のオン／オフを設定します。

このコマンドを実行すると、[グリッドの設定]ダイアログ

ボックスが開きます。

[グリッドの設定] ダイアログボックス

(1)

水平方向に隣り合うグリッドの間隔を入力します。

初期値は 50 です。単位はありません。

設定範囲： 0～1000

(2)

垂直方向に隣り合うグリッドの間隔を入力します。

初期値は 50 です。単位はありません。

設定範囲： 0～1000

(3)

グリッドの表示・非表示を切り替えます。

(4)

オブジェクトのグリッドへの吸着機能をオン／オフにし

ます。

(5)

グリッドが線で表示されます。

(6)

グリッドが点で表示されます。

(1)(2)

(3) (4) (5) (6)

 [表示] - [画面フィット] コマンド

線文字を画面いっぱいに拡大または縮小して表示します。
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[図形]メニュー

[図形] - [文字一覧] コマンド

線文字化された文字の一覧を表示します。

このコマンドを実行すると、[登録文字一覧]ダイアログボッ

クスが開きます。

[登録文字一覧] ダイアログボックス

(1)

線文字化された文字の一覧が表示されます。

ダブルクリックすると、編集画面に文字が表示されま

す。

(2) 文字

文字の一覧で選択されている文字を表示します。

文字を入力して登録されている文字を表示させることも

できます。

(3) 文字コード

文字の一覧で選択されている文字の文字コード(シフト

JIS)を表示します。

文字コードを入力して登録されている文字を表示させる

こともできます。

(4)

文字コードの数値の表記形式を設定します。

ベースフォントが欧文フォントのときのみ設定できま

す。

(5) 編集 ボタン

文字の一覧で選択されている文字を編集画面に表示させ

ます。

(6) 挿入 ボタン

現在編集中の文字に、文字の一覧で選択されている文字

(図形)を追加します。

(7) 削除 ボタン

文字の一覧で選択されている文字を一覧から削除しま

す。

(8) 閉じる ボタン

このダイアログボックスを閉じます。

[図形] - [線文字再生成] コマンド

編集中の線文字を再生成し、画面に表示します。

編集途中の線文字はクリアされ、再生成された線文字に置

き換わります。

該当する文字の編集を最初からやり直すときに利用します。

(1) (6) (5)(7)

(4)(3)(2)

(8)
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[図形] - [頂点の挿入] コマンド

指定した場所に頂点を追加します。

 キーボードショートカット： [Insert] (または [INS])

 関連項目

頂点を追加する

[図形] - [頂点の削除] コマンド

選択した頂点を削除します。

 キーボードショートカット：
[Delete] (または [DEL])

 関連項目

頂点を削除する

[図形] - [連結] コマンド

選択した2つの頂点を直線で結びます。

連続直線(または直線)の端の頂点を2つ選びます。頂点を1

つしか選んでいなかったり、2つの頂点のどちらかが連続直

線(または直線)の端でないときは、このコマンドを実行でき

ません。

 キーボードショートカット：
[Alt] + [Insert] (または [GRPH] + [INS])

[図形] - [切断] コマンド

指定した場所で連続直線(または直線)を切断し、2つに分け

ます。

切断ポイントを指定するには、線の上または頂点をクリッ

クします。

 キーボードショートカット：
[Alt] + [Delete] (または [GRPH] + [DEL])

[図形] - [近い頂点へスナップ] コマンド

選択した頂点を、最も近い頂点に重ねます。

別の連続直線(または直線)の頂点に

スナップさせるには ....

1.  ボタンをクリックする。

2. [Shift]キーを押しながら、スナップさせたい頂点を含む

連続直線(または直線)とスナップ先の連続直線(または直

線)を選択する。

3. スナップする頂点を選択する。

4. [図形]メニューの[近い頂点へスナップ]をクリックする。

[図形] - [線文字一括生成] コマンド

ベースフォントの文字をすべて線文字に変換します。

このコマンドを実行すると[線文字一括生成]ダイアログボッ

クスが開きます。

(1) 英数字のみ

ベースフォントのデザインを元に、文字セットの英数字

部分のみを線文字に変換します。ただし、すでに線文字

に変換されている文字は上書きされずに残ります。

この項目は、ベースフォントが和文フォントのときだけ

表示されます。

(2) 全ての文字

ベースフォントのデザインを元に、フォントに含まれる

全ての文字を線文字に変換します。ただし、すでに線文

字に変換されている文字は上書きされずに残ります。

この項目は、ベースフォントが和文フォントのときだけ

表示されます。

(3)

線文字の生成を始めます。

線文字一括生成ダイアログボックス

(1)(2) (3)
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[ヘルプ]メニュー

[ヘルプ] - [目次] コマンド
SFEdit のヘルプの目次を表示します。

[ヘルプ] - [バージョン情報] コマンド

SFEdit のバージョン情報や著作権を表示します。
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「メモリが不足しています。」

何らかの処理中にメモり不足が発生した場合、他のアプリ

ケーションを終了するか、Windowsをリスタートしてくだ

さい。

それでもメモリ不足が表示されるときは、ハードディスク

の残り容量を確認してください。通常Windowsはハード

ディスクを仮想メモリとして使用するため、残り容量が少

ないとエラーが表示されることがあります。この場合、不

必要なファイルを削除するか、他のディスクに移動するか

して残り容量を増やしてみてください。

上記の処置を行ってもメモリ不足が表示される場合は、コ

ンピュータのメモリ増設をお奨めします。

「ファイルの入出力に失敗しました。」

ファイルを開くあるいは保存しているときにエラーが発生

しました。

ファイルを保存するときにエラーが表示された場合

ファイルの保存先ディスクが書き込み禁止になっているか、

上書き保存しようとしたファイルが読み取り専用になって

います。書き込み可能なディスクにファイルを保存するか、

ファイルの属性を書き込み可能に変えてください。

ファイルを開くときにエラーが表示された場合

開こうとしているファイルが SFEdit のファイル形式ではあ

りません。SFEdit のファイルを開いてください。

5 エラーメッセージ一覧

「ベースフォント @@@@ が見つかり

ません。代わりのフォントを選ぶか、

終了してフォントをインストールして

ください。」

開こうとしている線文字フォントのファイルに、Windows

に登録されていないベースフォントが設定されています。

フォント環境の異なる機種で作ったファイルか、Windows

からフォントが削除された可能性があります。

[終了]をクリックしWindowsにフォントをインストールす

るか、[代用]をクリックしてベースフォントの設定を変更し

てください。

[代用]をクリックした場合、既存の線文字は再生成されずに

残ります。ただし、フォント代用以降は代用したフォント

をデザイン元にした線文字が作られます。
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用語

オブジェクト
彫刻する図形や文字列の総称。

Dr.Engraveファイル
Dr.Engraveの形式で保存されたファイル。

Windows Bitmap (BMP)
BMP(Windows Bitmap)は、ウィンドウズ標準のグラフィッ

クのファイル形式です。ビットマップデータを保存するこ

とができます。

すべてのグラフィックを点の集合で表現します。

SFEditファイル
SFEditの形式で保存されたファイル。通常、拡張子は

「.rsf」とします。

TrueTypeフォント
文字を輪郭線と塗りつぶしで表現するアウトラインフォン

トシステムの一つ。

ウィンドウズに標準で搭載されています。

ベクトルデータ
ベクトルデータは、図形をいくつかの基準点とそれを結ぶ

線で表現したときのデータ形式です。主にドロー系のアプ

リケーションを使って、ベクトルデータの図形を描画する

ことができます。

ビットマップデータ
ビットマップデータは、図形をドット(点)の集まりで表現し

たときのデータ形式で、ラスターデータとも呼びます。主

にペイント系のアプリケーションでは、図形をビットマッ

プで表現します。

解像度
ディスプレイの表示や、プリンタの印刷、または、スキャ

ナで読みとる画像の精細さを表す尺度です。大きな数字で

表されるものほどきめ細やかで美しい画像になります。

階調
色を表示する際の、色の変化の滑らかさを示します。

クリップボード
ソフトウェアでコピー(複写)やカット(切り取り)を実行した

ときその情報を一時的に保存する機能。ウィンドウズに標

準で装備されています。

CSV
データベースや表計算ソフトなどのデータを、テキスト

ファイルで保存するときの形式の一つ。項目やセルに入力

されている文字(および数字)がカンマで区切ってファイルに

書き出されます。

カンマを区切り文字として書き出すCSV形式以外に、タブ

やスペースを区切り文字に指定できるアプリケーションソ

フトウェアもあります。
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